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ま え が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

によるもので、研究者は次の通りである。

 江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行ζ鈴木雪夫、竹内情、

西平重喜＊（代表者）、野沢正徳）広田純ミ麟本煕・松下嘉米男・

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（・推進係）

2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を

得た。その方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）一この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される・

 そのほか、話し手と聞き手及ぴ関係の協同研究者が保存する。

4）この速記録の利用に制限はつけないが、話し手、聞き手、研究

代表者または推進係と話し合った後にさ一れるよう希望する。

5）連言草録を個人的に研究するため、コピーを希望する方は、代表

者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用すること

 ができる。

以 上
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年ハ1昭和峠1て日本線討学加ぐ創立ぐ（まして1・ら、

来考は昭和舛に各一／ますのて、日本航計学心胡年記

鳶け・る。グで、伽記念孝亨岬に、統計字今の草
創期φ話ピカ・、∂本にお1ナ3航言ブ発笠前史セいう話柿

、伽先行にいろいろ伺ってお汁いとい1二と斗、実
は二あ記伽専業の中に八一て；つま伽で、きよ用、
慶応義塾大学の名誉．敢援め寺尾承庭先生を煩わしまレて、

練計茶室前吏の方に関係いでくしま可、慶応義塾に編す字

μういう・／・う1く八一て汁の1・ヒい1よけとニク
中心一11お話しいけ■打1ら眠い打。
 インタビューいたします私は、先生の門下生で、環狂

義塾¢敢授善しております字川正彬でジ†います。ひと

つ未生、肩。張らユつい↑茄構でございますので、＼・ろいろ

お話を伺←せていf・τ～汁いと思っております。

一手，尾 度忘義塾の歴史芸振り星ラてみ3場創て、特1く菰

計学という只地いら着え7みまれ、抑ク飲っM時
パに分けてム与一くちヤ谷・らあヒ艮・うのです。一

 一番大きくはエフ1て分けらト3、イ～ユ、明湘23年1て

塾バ大学部≦設けて、等’す3に、小以素学槙らしい学

校に㌻つで・。イれ以前といいのはいわゆ3福沢塾であ

って、伽時代ヒイ㍑伽は全蕉趣さバ蓋うひで、ま
す六寺！イラ2っ1小けらト3。
 穣いてかけハ、大学音βバでさてハら伍、いわ中3新
制大学令によフて本当の天引ψつfて。こト．は六五9年
で一 ｷけトど斗、イドまでφ時一代、いわ中3理賊科φ時代

と、イ～・らイドwれ分けらト3ヒ思・うのです。さよ
うはまず“、ぐ昏初めφネる沢塾の日手代⑦ことをお話しして
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み戸てい．ヒ思います。

 いうまて七吾’く とうも、福沢とカ・、福沢諭吉い＼、

右イ～諭吉い、’呼び捨ていす3癖榊・い斗へ小ら、す
ぐ「先生」といってしまうので．すバ、ここでは大いに勇

を致して…一。

宇川 歴史上の人物ヒいう意，味て“．。

寺尾 昔φキりシタン勿イ言か嚇み紛をするよう宗つ七
つで、「ネ畜沢」 といっておさます。

 福沢ヒいう人はいうまでギをく、耐チ文明φ導く君と

してφ第一人方だつ1。といラていいと思うので’すバ、ま

二｝手当H次第に新しい二とを何れ持って証人
で、明治〔年ド、福一ラ尺はこん㌻二とをい、7い3のです。

 r西詳文明φ吾ヒ柱らば、学問に技芸に商賃に、教育卜、

 およ竹バ眼中ド映写し1て3事物は、口に、葦に、こ
 （を人に増えまトイ等えて、バフて息らざ3こと三†余

 年」

ずとヒ豪語してい3。何で七日1・っ＜と皆イドを取リ〈

トて、しヤベ、←リ’文章にしたりし仁んですわ．

締す学に閃すポと七、ご／わず’ヵ沖バらザllあ3
φです。充生は、別に旅計学イの毛のを主題として翻訳
をしでてク、本‡書いでくリ、諭丈を書い†ぺ）しf。ニヒはを

いぴですけトど丸、歓あ3弟作の中1て練．言づ一に触ト←こヒ

バあ3。いま什を〃っ考えてみfぐいと思うのです。
 福沢諭吉といラ人は、七ヒ斗と朴常に数引て閑～を符

一でいτて人で、至6ピろで、数とヵ・教学け幸いじる

ヒいうこヒを強調している。「啓蒙手習え丈」という、こ

れは明治4寺1て申しで・本バ身3ので’す一。 子イ走に、 二うい

うこと雌強しろといブ㍑放れものですけ・トど七、
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イの中に救掌パ川書い・てみ3．
 r教を知けトは陣宇多才の穴犬れ・蚕㍑実地に当Iマ

 用・を為†プ、実用を為プ’3学方はイ蕃人に郁rニア。

 開犯のせ1：は筆．胴の一長物と云う可し。八イ百科⑦学体工

天文測量、一地理租海、器綱追、南黄分訂茎1皆教学

 φ関る所ケつθ比字軍宇3肩は・

  r軍手3肩」 ヒトうμトハら、単純⑦竿の宇で、あ

まリよ／矢ワら与一いかいう恵味ポろうヒ、悪ラ川“すバ、

 r帥6者はキ1を属して加数を計るを初け、故に
 数学隻知らざ6・者は砧各・さ人φ如し。」

一同じヘゲ、とバ、いろいろケ祭に出ています。い

1け、こル宇七φド興呼バあっト以上1ま・イq当時の障

知新しい文伽わ数に榊る学問11ついて・興呼毛
起これ・ハ、〔まプは含・いと黒ラ。しで・バって、イq二

ろ・スタケスチック」とい、た純計に関して、おれ／

初めハら問1d符フマいたヒ忌う¢ですバ、よ／調べて
みますヒ、早い七平い礼おそらく日本て・！番手く森計ケ

る：しぴに手をっけでくのは大生し一’†各フいハと忌う0）です。

こトはキ政争争、福沢パ初句て塾を江戸にっくっマ、い

ままでの才ラノグ語を伶マて、・今・度は笑誘唯移し始め

た、イφ年です・・で～ハら、、塾を始めブく翌年・易3イ元手バ

多、た．七のだヵ、レ、停りφアメ リカイ東節匡〕にくっっ、いてIア

メリカに行ラ仁わけですわ。メ戎臨八に素・、ヤいっf二」の．バ

イφヒぐてすわ。

 他行／㍑、に．／っ翻訳をヤ・ていfl・ニトバ途、咋
つhの†小ら、イ⑦れを弟子の岡本鴫に、・〃、
おまえバヤ’ gハいってア。メゾ力ド行一でしまっ’ ﾅ・ひ一ﾅ
、す。約不利か一1で帰って汁いアですぺ、．イ⑦剛・．そ
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の翻訳バで汀・わ．け↑～。

 帰、でくトどくは、例の万延尺年いケ。マい3。万延
元年に㌣φ本バ由仁。 こトは「万国〕政表」 と名づけてあ

3。七ちろん「政孝」という宇を使っhは、こトバ初
めてらしい。れ本グ題を、福沢バ名えた州・、あ．3い

は岡本バカ汁のヵ・、どういごバはバクしな・いωτ
すバ、本バで打てと亨には、ニトは岡本の名前で出して

い3。福沢諭吉の一名前1ユゲに1帖ていな・い。ですハら、

福州莞作とぽい樹rいんだけハ“も、い・し、そトに
手をつけブ（のは明らハに福沢請汁吉ドっト⑦です。

牛川 いまいわh卜φ1よ、翻訳φ本で．ございますが。

寺尾 翻訳余んです。才ラング¢翻訳で、r万国政表」グ万

延応年に出卜φですバ、あのころは本は、一刀届けを申

して許可て七ら←ケいと出頒パですなδ＼っ†・のです。イ

れで出版顧バ残っている。「万国政表」自ノ糾・年玉／附今

 一冊」こう書いてあ3。イうしておいて文句バ、
 r右は原本和蘭フ・・ア・デ・6ハ秀逸にて、痔葵浪

人岡本節蔵と宇す肩翻訳に候庭、同人より譲受、此度
 開版イ土、同志の岩へ輿・へ度イ1茱間、此段奉．伺候。以上」

としてr庚申9月／ナ目」、万延元年、ノ860年で｝すわ・。「奥平

六膳六矢毒辛柘釆諭吉・ヒ書いてある。

有川易て多はと“二なんで万ハ。

寺尾 あて名は政府ポ。丸ち1ろん出版顧ガ．ヵ・らθ

安川改府ヒいって一七ま†～、1／〃年パろで衛・．らわ。

寺尾仰は書いてかい〃。
 しで1バつて、こト1増㍑し†ω1ゴ．福沢†｛けトビも、

本当にlll．・七書いてあ3と’お／、「栂浪人岡本蹄と

中柿翻訳い候庭・ど書いてある。いゴい’ドしろこれべ
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スタディスティック．を「改表」と訳した最初⑦七0）らし

いんだ。

母川 よくスータティステづ一ツ・フをどう毛尺すハで、「筑言す」

という言’葉に落ちっくまでトは、いろいろ系了余曲折バあ

ったという・二とを聞きまずげ（ビ札、「政表」というの七、

七号ろんあてく3qててバ・一…一・。
             リし一
寺尾問けけて汀・杉3二、あトは頑固にrスタチ
スチップ」とり＼な・でヤっていた。「航討」というφは、A

計といプ恵・李で長いご’と使←～汁い†11・ら、杉亨
二は叶常いイ片をさら。たわけ†｛。妙な字を二しらえマ、

什“けスナッμ呼J山な・字を二し1えたらワ
て“、あ／までスタナスチップて“通し†十けで寸。咽治／9

年ハ何力・に、スタチスナックを榊を得ずr価す」と改
めト。

 しヵ・し、明神政府は明洋⑦初めヵ・らr純計」vいう字

を使、ていた、咽糾刊て初句で、同本政舶朴旅計
の都1＼τさ3わけ汀ハらわ。あザろ⑦穴蔵省の朴、
免許っどいラf小な・、イい一いバできて、「釈訂」ヒい
う字をちヤい’使っているのです．。

一般にはむしボ緑一」とい、アく二らし・い⑦ですバ、㌣

れを一番初めに伎つトφバこの奈（r万国政毒J）らしい・。

し1｛て・こ硝朴は一躰綱バ航訂パ竹関係
岩だ。

剛岡綱蔵ですわ。
手屍 イう。岡本同蔵／て閃す3研穴はわ、生ク弟3んで｝す

よ。こトは、君は知らな・い刈、しけいけトど七、六変

ハしろいんで、1メ・、す“し礼筆記をい・／与・／ハいいけ

・れと㍉、・話してみると二ん宇二となけ～。
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福沢先生バ江戸へ釆て、．塾芝開／について命州釆3

わけ帥・。イのいい先生は、大板⑦例の稲方熟にいた
んブぐけト’ビ毛、ゲに命令バ米マ、江戸へ釆いという。

先生が汀歳列とさですわわ。イのときに旅費として．、家

来7人分のお虚・を七らっブて。先生は」イし㌻毛。、自分は

家来かんい雇う身分じゃ各・いわ＼らとい、マ、別に家来iよ

雇わい・つブくけトハ、せ、力・くカネバあまヵ．・ら、箱方

塾で「グ1／しカ＼ジェ戸ヘイ子き†ていヤつほ争いヵ、、イ了くなら直

れてい、てヤ3」、ハいつ†1ら、手を挙げて「私を笠ト

ていってく～とい一て1のバ、岡、奈同蔵けです。．

 仰で、仰書逸トて江戸へ上フて汁。“し、イ
のyさに、ビうぜ才レも貧乏‘／く。ドカ＼ら、おまえは飯炊さ

もヤらをくちゃいヵ・ゐ子といって、例0）銃砲刺の長屋へ

八るわm’て。イうして、福沢、岡谷ユノくバIゲて㌧稀

ド自炊生活亨㌣3い～。

 と二ろバ、岡本は六変よくでさ6。特に数学バでさた
イう†～。同セ㌻〈イニび生徒φお頭、級長というのハ、

塾頭に㌣つでて。

 イドでか度ド、福沢バアメリ月い行／について、刊
州ブの本φ翻訳茎押しつけらト†てばトクで中く、こ¢間
の留守番誉先生¢ハわりにヤらヤらトでくわけ†～。

 役で、六案でさ3毛のブハら、禍釆バこトを琴府ピ椎

蔦す3。と二ろバ、こh書美分バ悉いい“すよ。本当⑦
仔で㌻一／ナ、フ主屋の怠、子ドつ干・。什六．けって、1句

に取り上げてくれ京い七φドΦ＼ζ、福沢は太いに膜を立
てマ、イド重古川という幕径のところに養引てヤ。寸㍉

イド以来は吉川向緑ヒいう名前にを6。
 イうす3一レ、本人は大変できる丸φ†｛ハら、幕肩⑦海
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箪に、へつて、長崎爪ヒいう軍喬監の雑長ド㌻フちゃ．う・イ

うして、例⑦摂奉武楊の艦隊に八6。イして、六変これ
バ気の．．強い男で、幕府バ瓦解しτぺさに、幕府の海軍を

と・ ､す31・で六変速7f小ブです。仏い主戦郁唱
えマ、真っ未に出港しfて。イして梗紬伽しようバ谷・

一い、イ1んに引きずらト3ようにして出7、火海直へ行っ

仁。～・ら、各一わ咋ハ勇敢ケ男†～パくらしい・

 ゲで仙台藩⑦軍艦書乗一とって、い構長1でな’3ん
τ箏。ピろバ、1き吉・沖の海戦で負け3んです。負けて、

船む・ら逃げ土して隆へ上バ’つてうみうろしてい6ピろ．

をつカ・弐、ちヤう。イ⑦前に、軍艦で逃げ3前い福沢先

生rノ牝て、．r自／トは二うす3」ヒいっ仁ら、「イレ年はい

ケことをす3ヤっバあきヵ＼、才レ和ら各・いで」ヒいって

六変怒られハポ。ヤ㍑振1／切ってい一ちいト…
（で本μ、／・い1・まって、江戸で監禁小ちヤう。

 ゲヘ福沢末生バ前わてい一で、はけピ1川大
い’水3←けド。柊、で1げトど七、いみいろめい“バ

足でやって、い後ψ1減免け6．hすハ、ま
fて福沢バニト有明治改府に推菖してヤって、、イトバ打て

明蝋府⑦海軍にノヘ∴、僻学校の先生のよ1㌻一二ヒ
をヤ3。～後、明形何号吋、．才．一ス←りアで桐博
バあったヒさ、．日本めハ毒岡について句二うへ行ってジ舌

躍をしい1・、い’ろい4年二vを．しでくらレいしてすよ・
イI gで間｛／フりスチヤソけ一い、章狼は有学校
を計画す3。こトは目．本てイラいう心身障害．肩、の一トめに

イにゲヒをヤろういつ†て・のは、おれ／’初めてじハ’

い1・ヒい叶ているんf｛。ビろバ、実際に有学校μで

さ1ひげトど斗、で13朴一、本人は明治／峠に病気
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で死んじゃうのてて。

1トは、科バ字まのと㍍塾硝計＾空1硝出先住
バ六変興味を持rて、←てわざ広島果まで出ヵ・けていっ

て詞べ†てんです。．イしマいろいろ言・二》パわヵ＼うた。楠

山未生は、施訂ぴ良人ガという意味で興味を持・つで二わけ

で、イトパ福沢先生の楚陶のチ木†～つトビいう二とバ六

変奇縁†～と思うので丁。

 こトバ福沢先生の／士寺とπは、福・沢朱珪は一番子く

政表芸つくパて人だヒいうことにな・3んfゴけトど七、イ

こ七、どちらバ仙題をつけτ1州・わ1・らな・いので1す。

とにいく rイヤーブック」のよう宇㌔6をまとめでてん亡き

服、うφです。～・ら、理屈．1ま何七書いてみ・／て、一種

（国尽くしのようかも村～つfてヒ忌う⑦ですバ、こん宇

尽は探せばビニカ小易3ヒ艮う⑦です。

キバ1いほどわ。調べてみまレよラ、
寺尾 刺めて蘇計に関して福沢の名前φ出てく3のμ、
イドですわ。

 小て“、い彼もしぽらくの間は、r航訂ハいう字は

福沢⑦李・の中N拙てこな一いのですよ。fイ、いヵ・H

末生臓学竹二とバ抑f～一Hφ1～叫、ご承和の
とおり、仙間に簿記のボ・・一。

宇川1 r兎石＼えブ宏」ですね。

手尾一 r張冶＼え涜」。あト1ま翻訳ですね。あしケ七のを由

しト1）、いまいつトr啓蒙手習え文」を，書いfくりしてヤ

っていトわけで作。

 イの次1て、今渡は本式にスタディスティッフバ出でく

3んヂ。こHユ倒φr文明諭え概略」の中に、いなリ詩

しく出てい3しです。
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 r文明諭之桁吟」は中台8年に土†1、末生⑦ニトにお

ハ／一春⑦＾表作ビ・ヤない小な。1⑦中にトマス
・バック1レを紹介してい3ぺ“す。いうまで七な／、ト

ーマスバック1レというのはケトレーの弟子で、あのころ
釈書寸的なスタビり一ディ ーヒ・いうあ＼、熟計的な一秒読＼ヒいう

いは棉卜専定性ガ州、いえぽ、毎茸起二3犯芥
。φ数は！足し．てい3い・、しfてバ、て、監獄φ設備七一

定していてよろしいヒ1・、毎私自殺の細1ハい“同
レイ～、 しい・しイ史う直・具、 手段までバ毎年はヒしビ回じ†～、

ケトし一バイんなニヒをいつ†でひバ、今度は一般に、い

わ中ジ定一命剤に転化してい／んf箏。納、八間の
自由鳥良一ヒいう七のバあ6り・どプ・という問題になって

しまって十けで～。イμ歴史に斥同しhバト1ス・
バックルです。トーマス・バックルの本は、日本［1常

に穴油彩饗を与汁らしい。イμわ凶り詳しく紹介
してい3。前⑦方ば長いφ・ら省略してしまって．、

 r英人rボックル』へ（バックル≦ボンク1レと読んで“

 い3⑦です） 英人gボ、クル・への英国文明史（例

 ぺH11土1ザfC1・｛・瓜十iけ・f巨仇手1肌川にτ
 く、’困っ人心を一酵と鳥してえを見れば共働に定則

 あること賞に鷲＜に壇ブ〈り、犯罪は人の心のイ動なリ、

一人⑦身ド林て1トけトぽ固よ／辞馴1報1ψ可
 らす“ヒ離ど十、共図の幸／帥軍費あ3い中川ゴ罪人

 の鼓は毎年事㌻3二とかし、壁へば人を殺害する肩q
 ヤぐは多＜は’晴φ柊に宋す“3毛¢ケトげ、一人．②身

 （て外て誰ヵ・預めニトを期し、來茸の何局何8に何人を

 幻んと白1・ら思慮．す3者あらんヤ、疹1汁棉蘭高水
 図にて人書殺しでく3罪人主計3に、其敦香辛同様与・6
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 のみケらす“、茸・殺害に飼ひ仁3器つ種類まτ七毎号異

 与一3こと㌻し、南ニトよクも一下艮議な3は自殺す3者’

い、抑毛自殺の等柄㍑ヤ、他よク命す’可さに昨引、

 勧む可亭に朴ザ；1欺てニトに導く可らザ、勅してニト

 を濯何け、正に1M決す3所に比3い宇ト1ま1
革敦い規則ボい一派・）・可らす｝、薬3にノ州布よク

神に至3まで、毎郁邑動い於て白粒す3者φ熟、多
 さは264人、少呑・さはノ／3人にして、平均糾。人を定

 1／の敦とせツヒ。以上『木’ツクル』氏の誘・公’ノ。」

 こパとウ・ら、結局、歴一吏‡動ヵ・すいは個々9、人間

4意、艮・τμ・1マ、イひ・いな、わい⑦吋・勢い、

大亨㌃マフ0倉μ’七のバ背後にあっ7、ニトで歴史とい

ういは動いていくいれいう二とをいつで1いプですわ。

弓んザ〔ず。レ書いていて、
  r故に一天下グ形勢は一等一物に菰て聴断す可ハの

に村。1灯し礼膚／尋加働衛て一稚の童跡に頚
 はい所を察し、此と彼とけ較す3［い｝トは真⑦
 柄宣言明にす3に足らす・。斯⑦如く虜く膏際に熟で診

 豪す＾浅を、帥予φ語にて反スタチステク』㍑く・
1こに、「スけステク」とい）言孝バ出でく3・です。
 r此涜は人問。）事業を察して其利害得失一を明にするた

め練く可い“3いにて、近来西加夢肩は寿けジ者

 衛ひて孝加探索に所得多し㍑ふ。ヘイ土地人民
 φ多少、物慣賃雀妾φ高低．婚す3名、．生3・。者、病に

 権3ノ岩、琢す3渚等、1々其散を記して表を作り、此
 彼相大転す3とさは、世間の事情、ニトを探3に出会

 きい七、一目して瞭ヌ㌦3二とあク。（中吟）日本に
1は素1一スけステク㍑．表を件3一考あらてトはパ
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知’ R’ ﾂ．！す㌧雛ビも・婚伽敦は．灯木奏⑦償い従ふ

 こヒ㌻3町」し。」貢々。

 イん㌻二い＜書いてあつ・て、り1ヵ・／ここでスタチス

テツハいういバ出マ／・3φですよ。1ト1狐較的、

バゾクル¢いつマい3ピろ．・、急所はち甘いといて
い3←けで、πく穴量観察．をヤら余けト（まいδ・ぬという

二㌧、イタいう方清べあ3とい〉二とを紹↑しτ十けτ
す←。

 福・沢くタい統計を利岡し仁人は言一いヒ黒ラ。ナ・とえは

明伽和．硝戦争で、系締バ乱発ルて物価バ11常r
謄貢しfマ。そトτ「通貨論。という本を書いでい3んで

す。ヒころバ、二φ本を書＜φに大麦舌冒毛す3んで～。

穴蔵省、イ列と31：は例q大隈イ：秦’バ大舜4印ド？でニルて～け

トh、穴蔵卿に頼け、大納へ出ヵ・けていって実際

・五貨を兄琴す3んですよ。ハにまけ隈候ド予納を
生レて、二φ間はえ｛てい。てあクパヒう。し出し、

け実物けけけではよ1い・らが・ら、穴蔵名にあ
3五賃に間す3いるい〃資料けせて／ト、貸してく
・ト．ヒい二1中．し込みけ3．φです・川1て・1い大隈候
バーｳ知して、什衛にくトて、～分・七のを資料にし
マ書いで・んだ。

 い・．し、↓つけ、ポし．ろ1いっぱ、杉亨小、日本及び

ドイ．ツ、アノ．1カ・フラ／スバ質．巧雌を知1．ヤて／

いい1依頼沢を由・してい1ルでザ明治〃年ク局パ
付衛納れτすバ、初句・に崎循州、イつバ易って、
 r陳ば毎・々御’面創の養’質一伺＝申上恐く候得斗、狂句！係

 御調脊願度、御一答も椴咳下祐一はゾ難有イ生合奏存循。

 1づ了今θ本目中現に通椚、す一3貨幣．、系民幣、銀行札、柾
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  ■に全館銅貨言合して本～惧各一3や。

1グ）τ今要目にて側1通椚すハφ、1同断、何程各一け。

 i三）同断、亙国件国は七口何，

  后は柘精宕を専す3にヲトア、大へ巧庭御調率願候

                       頓首

    七月二θ

     杉末生仔吏」

 二ういう守祇バ残、つてい3巧です。

 イい・ら聞けく、例φ「盈賃諭」ヒいう奈わぐゼら
けですバ、杉下しバ、 二←レに答えて、実際1て糸売言すを裸一供

しいい1ろトはζ・いれザし・・←、丁重貧論・パに
は、1トバ11帯ド洋し／七マい3。目奈バ英国の幸、
アメ／カ、7ラγス、こ十バ11常ド専鋼1・／出ていハ

ニるけい、杉き二1・らパ料の提供バん†ルブ～ろ
プヒ忍らト3のです。

 ・通貨諭・は、インフレに関す3議論けて七棉に
お七レろいけトハ、福沢羊いう人バ／つが書／場合
に、㍑む・に資料収集に苦労しい・、〈食ド、flφ・とい

う、／つ匂いい証秤になれ黒ラ・ですθ

イ州か、いろいろ仲当時福伽書いで1もバ講
ヒ、付い数字バ土て／3のです。川レμ数字、け
く † ∠レイ史、 て（人は、 イ う 見当 f・らな㌧・と，もう 。 、利ヵく身 え

3の．に碕沢レいう人は一純計という七φは政府バづく6

孔φで、！雑⑦人間はfイ～イドを刺吊す3毛¢、こう乃

えていf・。亡小ら、い／つつ練計学レいういは、そ
φころはヲト常に幼稚今・↓φで、厳計の数字め分析、』いう

ようゲとは†けハっ†1。け｛、／つの数字パ料て
あつマ、ルいブて純一でいルけ。特別に．1トを
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学’ ﾔヒして先生は尊重’しかヵ・っトんビ岬ないいヒいう気

べず3んだ。什で、むしろ諌訂をフ／3のは、麻訂に
閑す3官吏を養硝す3ニヒ．すでい明治政府には泳訂の

官がバてでで・わワですバ、グヘ統計をつ／3人ヒして

く叶らいいんじや和いハ。自小㍑は、1＋サベつ
／1・て／ト3純計毛利帥1じは！・い、こういうふうに，カ

、えで1んじゃま・いバヒ艮うめてマ。

 イドは明治7年だつア・ヒ思うバ、初劣て大隈マルに会

うんですよ。あ3秤打学、れ集ま1で、大隈㍍に網
イ＼でト3わけr～。大隈、しは穴蔵大臣で、間七色＜御」ひ

航言す隊つ旅試にな3人τ～、イ⑦大隈寸んに合イニとミい、

一イ4席で仔豚博丈、苛上馨に茄↑寸ト3して’すよ。そ二

で・福沢、大碓、伊篠、寸上一こ②4人バ碩色合わせ。く

わけプ。ニトバ役・、例q中台・峠α改変《メン1ぐ一で
す。

年ハ1伊藤バー番急・蹄で大限を野1・下！竹らけてす
ね。．

寺尾  イのと宇に初めて顔をネ＼←ヤ仁しナぐけトビ七、福

沢は大隈け変徳恵一け一で、いいすぐに、自分②
門弟の中の優秀いつを年人れイ小預・け3へら、どう
イソ史って立って／〔いレいって表しけい打～。1トー
べ、．矢野文雄、木皐信書、尾崎行雄（後パ堂／、大’養秘、

二の年人て穴隈寸ルに一 aけちヤう。 イトカ＼ら問七条く、

攻榊穴政官φ中に航計隊バでさ3。い航訂院の純劫

に大隈ルバ就仲／て、1一ん争連中刈の州になつち

ヤってい3吋～。

 明1言・峠の改変のいには、三トバ大隈ぺ村三ヒい
1ので、み〃兎磯バーつ．ち．ヤ1。什で、こ・騒ぎは
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慶応にピて1ま六変を等イ千宗け～けトビ九、航計学⑦上

ハらいっても、この年ハれにわ・く推計舳・な・リ上9才
¢官吏に呑・つ7いfくわ1パ｛。

 葎局、あ¢李竹以幸、花スも政府ぺ土手ヵ・タ手を引く。

大隈は大隈τ一竹り野に下一で、外1ま立楚、改逗党
をつく・3ρイレて翌年、家京専門学校（早稲田大学の前

身いっ／つて、lhいままでは参諦ポつけけ1～け
μポ㌦享’地位を退いマ、チわ．放育に熱ヂす3よ
うにζ・つ。＋けド。

 忙っヵ・く統計卯・㌻リ上の才の役んに㌻パて遠十バお

一ぽ／土外7しま一1ぺ1作1・ら、．ぺ・い3承計い
く3側ハらは、慶応）いうも一一句はイトカ・ら稀バをく乍フ

てしま5←けで～。

年ハ1据れ珪は、六曜重！書バ早稲田大学をつ／つい
寺に、舶当力をジ主いでおハげてル。

寺尾漱式い王ヤい、小結次郎を泉トて出席して
いますよ。早稲田ドげし’ヤ字いしド、一橋バで’ぐfてとさ

に士、易¢前．身は何ヒい一い・含、渚待宇枚ヒいつfψ、。

キバ1 設立趣意一書ヒいう丸のを福沢た生バ書いでい3ピ
カ・いゲ…・・・…？

手尾イう～です…｛で沖ヒ1に、六変よ【ろレ
いヒいワ下・設立趣意一書、寄付合募条の二とまで“七阿ヵ、

ヤっ～い．う話バあ3〃ワトハ、とにか・／設立趣恵
菩は、碓いに柘沢バ書いでいルて舳、、

．†て、何川けい・ル宗診をレマしま，でてバ、直播

鰍バ．蘇計ヒいバのに書写突っ込〃の1ま、～れ
きです。そト・、ら彼、例。杉．享二と⑦いろいろを関係バ

み3わけ～、ら、仰をひh・…一一・θ
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キ川音通1ユ1（弐・イビ率む．ので川トピザコー
ジ’’ ﾅす．ウ＼。

寺尾 コーソと読むのです。

 日本心バ柵’航訂字。開祖は、・勅書二てて、こ⑦杉

ヒいう人ヒ福沢ヒいう人は、大変緑バ身3φですよ、福

．派バ初川江戸へ石川・て塾≦開いた。看・ぜ福沢バ星ぼ
わしτくバヒいうニヒですバ、あの二1ム江戸グ屋．孜に、岡艮

け曽）ヒいう万〃狩バいて、小バ大変才ランダ語
バ好さ／～っト。イパろ才ランダー語は、主に区れヵ・、

あるい姉争に関すること、特に砲伽弛／皇小勿に蘭
学ヒいう七qバ許でトでて。福沢ヒいう人毛、’砲術の研穴

という名目で才ラノタ’’諺の勉強をヤパルてマ。イうで
ケけトば、藩。＼ら許可バおりち・ハっでて。イの岡えという

人毛、しナてがって、砲術に失いい関心を狩ってい†1わけ

τ’す。関心ヒいって斗、イのヒ．沖例のぺ1レりバやって
ウて、日本一 ｶゆうバ、鰍仁けっている時パ’ ﾄて1・ら、軍

備ピ1う二とバ六変に大さ令問題て～つブ・のです。

 イドで、佐久間象山、二の人は蘭学ヒ砲術の大家です
わ、佐ス間ノ象山1；，エ戸の屋敷に始終辛て．七ら、て、イニ
て’’ъｷ毛マヤていでくいべ。イうしτ二ら、循久間谷山は幕

府からいらまトでつバまって、．信中つへ幽閑下トてし3ラ。

什てち屋敷に辛らげ一／仏ポ
 Iナニで、 イφハらりの蘭学の朱’生’に、松末’私安ヒ彩3

・二を雇うでくしで万、 ところバ、間もかく2人’ともイニを

やめ・てしまう。杉。書二1川い・す3ωか、何ハ気にくら

各・いニヒバ延二って飛びれ’一てIい、て、勝宇房（勝納）

φピろに転ヴ込μでしま．う。イして勝年房のピろに
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／〕・†㌻塾バあ一で、い塾・親方、塾頑に谷・つてしま1。

 ゲて’、ビうして・！伽、まを擦れ・けト1抑ζゐ。自

伽薯r，福μい1大変・よ一／できる男バい小ら、イつ

礼他圏⑦七のを雇っておく悦専はあるま．い、届沢をI呼ベ

レいラニヒに争’つで・わ1打づ’、イドて’福沢パ暮し出†トる

わけでI…一い小ように、そハさに砂一綱くお・
併に連トでやって汀、←けててわ。。

 しllパ。て、杉言二は、守津藩⑦自分の紬盾け。
しカ・七ニトは、福沢ヒ回レ篇方塾で勉強しト人ですヵ・二、

紬τ七あ3わけです。ハいう稀バいいあ一で、
彼で1ま明弟6年に、例②明六ネ土かる二←のパτさトビきに、

耳違、．杉苔二は蓋はトて梢1寸フている・て’す。明六
≠土は毛 ちろん、 福二尺ヵく考書菜老でてさト・しの で’すね。 イ レ

て～とさの林員にをつマ、し一～仏ヒさに；細貞道、

¢同のユ人丸監はトマいる∴．／わす｝1・のメンバー条⑦

に、イ0）中に杉3三り牟田真道、㊧同め3人バいたしで

す。イの津田真直Iと西岡バ、目奈へ菰計学を導八しト最

初句入プと、着1亙はいわト名レで万。

、ニトは才ラング州イエン（ら久7・／帆いい1大学へ

留学するのです。イして、ゲでフィセリングヒいう敢
援について旧知練言す学ψ鮎し／！、！．・わ中6回家学

レして勿菰計学を勉蒐しでて、㌣して講義実のようを七勿

Hら一て帰一て／る・ニミトバ時亥1的．〔ゴ1・分り吉いル

ですよ。細事道と西岡バ日本へ帰って汁のは文久3
年（〃・3寺〕ですハら、福沢’バ塾を開い’ ﾅ二剛よ／肋今で、

租を開いて．ぐ柱つい．さに帰一て1て．いる一∵い
一ピ万目改毒」は・…千でわ・←、こ⑦津田、西バ帰
っ一でく6より，1し前ですね。
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車ハ） 3亨前ヒ．いうこヒですね。

寺尾朴．業11苦いんて“すよ。こ⑦津田真直バ向こうで開

い11講義を、明’洲号（・・1峠）パ表組提専・ヒいう

題の本ドす〃です。二4州普通、航計学を目奈へ紹↑
しで・・最初φ本いいわトて。いるφです。けトビ七、こト

岬わ旅計学一 A目腎学とし」ての紋計学であっ仁。

 杉言二は、二の細真む凸同パ帰フて汁いに、
初めて旅計⑦話を問いで二らしい。イして間も各・く、ハ～フ

ス木一フ7！という人¢いLe久ト吠八一 H八八出帆。κ’4εト

出土｛パ’ンい1本けにく1レf㍍こ～・・ク・刊：七
て1本†｛ら、由てレ3年自には昧へ汁わけですね。
1ピ手11〈トfく。小で奈弐に勉璃して、球計学⑦本
当の恵孝の闇相に与・つで十叶’、

 で～1・！、統計ヒいういをfイ表をつ／るという恵味

に解釈すトげ、ニトは福沢の方バク・呑・ク台いったヒいえ

亭⑦ですバ、1⑦杉亨二は～～けで、明ジε7～8年
二ろハら  イの前め・ら政府⑦練計暁φ重等各・人物に和

一でいて、実際には七．1練計のμ尋け・けつてい1・
←け／～一の杉亨．刊ま、いまい一flよ1に明大杜のメン

バーに雌ルて、明六Lmの蓮中ヒいう市教パ外い
・／φで～ハら、始終会って、いろいろ呑・議制していい

しいんてすね。特Iに、イニ，に．は津㊥真壷、西岡も八って

いますい！、始終航計．棉は一土I ?泣ﾑ～4うヒ思うい三。

し1・し、明大杜は間七喜・ぐ、数年／・一て解散しちまう、

こ・トは福沢バ解散しちまう・μ’ですよ。専一するに、み．ん伊

井掌ド過激派で、自由主義ドニ1り固、・で1よ1Iう争連中バ壕

まってい3方・ら、政府ヵ・らに一 轤ﾜト3ひて．す。㌣トで、

二い・にらまト3よシケい宇ら、七パめた万パいい
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’㍑11い1ルで、！l！う’ сoま）汁けI gビも・、

ピい／杉ヒ箱何いい前パパういう因縁バあって、
ち互いに何ハつさ合いはレていたらレいのです。々二で

マっ？いったように、手紙で問い合わせポ／、何方・イル

かニヒはちよいちよいヤっていす二らしい。

大体明治・・年榊に帥義抵φ中で一、門下隼“バ純
計ド対する壊呼を、包に延二しちま。τ・。イし～て勝守に何

ハ私講端めト。いるいバ・議論をヤっていト｝け咋
ビ七、イドを問いで・福沢バ、おまえ仁ち†～けでヤー．たっ

てどうに“・るまいわ・ら、ひヒっ才はん⑦と二ろへ行ラ

て相談しハいって、ポいピころ‘・差し向けるわ1サ

ボ。二1し～孔ザ／φいわ殊言付紬の濫携1作る。

 二ニトお七しろい利しバあ6んですよ。仙二ろ杉マ
いい1人1ユ、ずでド側⑦スタ十スナッフμ前わ表
訳字社”毛の．をつ／、ていτ｝です。こ1しは明治9年

にっくっマい3ん・です。 ニトバタ麦にスタテスチックネ土と

改名す6。イニに裾・汲め門下生、バイ子、て、杉末生に、才㌫

す1い統計ド興唯を持っている’バ、ビ〉しでてらいいてし

ようバヒいう相談て持玉川丁るい打∴
いしバっ／つア1表記学杜ヒいいは、主に純計理論

ヒいll＼学問妙恵嘩の所矢を主眼／し／1毛ぺ三・と
1み’ 赶ﾎ門下は、ヤっぱけ生のあげ〃ろゲ・・一。
専一バ〕 政一表φ方1τすカ・。

手尾 ．蘇訂ババ．ラバラド発表下トる丸②だヵ、ら、そうい

1いを葉パ・年鑑榊寸めをっくヅニい、ニケいうの

で、ちよ“幻のでザ作て形ルも・イ帥いい
．f｛そ．止1・ビヤいっ才レ七償を竹フパろうい・って、
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／っ小バで．ポく。イドは明ジ争〃年（・・18号）ノ・月、製老

杜1いう．分バでポ1。ニト・に＝1ゴ彩’ 鱒ｶみプ1・1、報方の

よう㌣形でイドに八るい7で＝す。

 ニハ’汁集まって・のバ約／㍑で、こトバ杉言二を除

い、・1まとけ、公邦福沢門下与・μで～。今婁は杉言二、l

l一パ親方1・…ト1・ら阿部牟蔵、／乏に明治生命い／っ
た人ですわ。新舛公イ乍、字、1り盛三郎、吉川〕奉次郡、日原

昌追、高力衛門、森下岩相、須田雇次郎、循飼席次師、

げ藤金一郎、森島体尺師、浜野定ρ那、ラトハら、例。

小幡葛次郎、実際は、j、幡バ根方矢～です。四層稚三師一

二φノ丘ム。二の中の杉末生以タい扮部福ス門下、れて

製表牡各・ハのをっ／つ．て、年表9よけも一パフ／ろ

うけくくら．いψです。

 flまfくまイφ翌年に、例⑦渡辺株甚句一派バ、自分r二

ちψ同レよラ炉す画を狩ってい6シいって、杉木生弓と

二引て由州ブていくいプ三。．々トで、どタしf・いでし
                       一ようと．．い・fくら、何ポパH言小幡をルわ・バ今度つくっ

ブニ七のと目レじヤな・い力、、 イドをら別々1（ヤら争いで！

節にやって！ら∵い／～ろラ、合同しろ、押していつ会
を紅しブ・らいい㍑う「ヒいって、両方でイ．トを承知す

るルて“万よ。イうして両方バ石＼併してフくつf（（バ、こ
φ家京統計協会で．す。

キ川 二d奈（・創立／〃同1手芸己念日奉菰計協今年譜」）に

は、目奈練計協会ヒ書い十あケれバ、イのっくうで1の
は．家京蘇計協会．各ルですカ・。

寺’? 二φ束哀納言立協分はイφま’まゴつと、緑＜わけτす

バ、れ生バー自分でつ／」つfl・、マーの表記写杜は、明

治ノノ年1くスタ．チスナック社レ名前書変えるφてず。イし
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て’ C．トバ．す“’
A一 q稼いて、逸守で械．は菰計学牡け祁

亥え3、旅言ナ学紅と牽束麻言す協会ヒ、2フパ並い’Iみつ

アていプ｛’。

 ｝バ戦争孝期ド合同レちハ、～二ろぽ／Iま、実

はちょつと関係してい1ル1～1ブトゼゲ伽咋／李。マ、
別々ドは、維慕バ七ヤな・いのです。イい・ニヒで、両社バ

A併して、大．目茶恭計協和いういをっく一．fルです、

こトバ昭和・タ手だ・い忌1一ころバ、間け／帥予
に負けて、「六日奉・はお1・しい～ゲいうめで、「大一

を取って口奈紡協朴各・一て佃11至一でい6ゼす。
キ川二φ奈は、～歴史をまヒ的けのですヵ・。
手戻  こトは、二⑦間／・・年・斧をヤつfく丸めだ②・ら、そ

⑦いに青の記事をれり／く。1トは応変いしろい、

 ピろバ、二1しけ’。ヒ見ハ、このユっφ合パてさ

f・けトど七、共益のメ・／バーバういあわです。ほと

〃辛盈してい3⑦です。両方H11常に末けhで、
会員数は抑ハわ・8・・μわ・、・mハ超している場
合があ6，φです。年11よ、て違いますバ、両方と七大変

容’ルです。ニトは牛方の秤訂関係等務牡当肩をみん㌻会

婁1くしちゃっているんで、むやみに榊碓バ多い←で
す．バわ。

 上φす「．立÷マい6人には、・しう某通φ人べ多’いθ杉

寸しな・～力・、両方め一番句親方です。アて’ド、、慶忘’とす一6

セ、統計協和寺ドー ﾖ係バ素いのです。一心で’1ここに

七書いて，劣るんですバ、純計協分0）方パ格裾で．、’ｽハカ
μ等3二いろハ、菰計． ｦ』

｡の万バ土していハし
いんヂ・で1 l、2フの今はiヲト帯’に仲よく仁辛をしてごて

い3ルで㌻。
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1・1・ら、福沢門下生の航言すに関する尋業！い1ヒ系言’局、

協会、特に派一計協会パとド㌻、ちくラ。ニトは次⑦段
階勿問題にケる’んデ・“一けトビも・、ぐつさいつトように、官

庁パ豆．叶は明治／4寺に、みけ遂、払わトいのい・ら、
二こト〈、ちヤうφて｝す。プいら、慶応義塾ヒ旅計学山の

関係ビいつでてら、繰言す協4＼と慶ノ応ヒ⑦閃係レい、てもい

いルい各・い力・ン、思う。

 fてポ、 イ⑦れ廃ノ忘にプく掌郡バでさて、 ここτ厳封ω考蕎

紅するよう1・各・ついい人、lhざむしろスタチヌ
ナヅクネ主の連中⑦方バ多い←けピ。

字1へそ、二・ピろはれ茅・弾であ話しいflr～／』し

て、亭ようはい／時間以上話レていピ｛いていま衛
、で、む／ろ一、色ルていfイいて、次の機外ま／・伺。

テ1市バいいんビ，ヤ谷・いカ・と、艮う⑦です。

寺尾句ハれれ州トビて、雑談弐パん．呑・1どは
つ、ソバ多い々でTよ。

寺1ザいや、し1・しlhま，おまえで・ち詞べμい一1・

一て詞べる小穴変で、手慣使け1ブトぱ1てポ…・’・

寺雇」何1・打しいヒバひい質1円一してげ；下いよ。

宇川 ヒいうヵ・、むしボラいうお話を伺っていますヒ、
か、る・ほ，ジスタナ。スナッフ・ヒいう文字を「製表・と訳

しておつア1時代一ヒ、「統計」レ訳柱け～れらいなつ

いい11川よ／い・’ ^ますわ。平い表をっぺてや

るんじペグ／て、学問榊・問題にくる鳩小にはまでに製
表」 じ寸I適切じヤな・いですヵ・らね。

’手尾一わ」 ｻう、ハいう、3，1に杉μは倒しろ理論至
お二しトハ～o・ら、〔～表芝フ／る舌㌦てイい・ニヒバ
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主眼・ビヤ舌・～τ小けデ。．2つの分バヤっている1川
1・呑・り違うんですよ。ポ～I Aで｛’小’パドバー箱1寸つ
マ、ヤ？ている二とヵ、同じように言・7てくる。 だり＼ら、

しまいに合イ洋しちぺうパ三けトど一七、交いよく今合亨開

いているんて“可。帥と七各月ヤっている一しマグ
でいみいろ香・研穴1才楕ける←1パ～。

 イパとは、二の間φ創立…年記食のいい出しで1
φて“、卜τ～、 あ¢ヒさはスタケスナックqゐドボけ1！し・ビ

七、「殊計学難茶川スタナスチック巧櫛関茶で、ト方
は「統計婁恭・ヒい一に思いま．す。「菰計学難茶」．とい

1の1ガスタテスチック稚茶・勾改名し11孔グ“す。
キ川 4；＼回、穴生バ特に興吋をお狩ち＜ド†一でお調べ

くビ守っでく動機は、イ町ヵ、おあリビっれんでしようヵ・。

手尾 何を………？

宇川 わトわhバ序えておつブくのに一、・もつ 』血合羊位⑦、

学／かバでさるいいブ、体、敦榊・方ア～けをズえておフf：

んですけトど礼、イ⑦二しっ㌢前史さ’る㍉のを。

寺尾  いやいや、ぼくは、福沢先生⑦伝記バお化しろい

寸の．～・い1し石やっマいでてら、とにハく初めて⑦留学

れミ、あのいはた、い1歳になっすくい†箏。
年111 留学って、成臨八ですカ、。滴てい〉ヒ対歳ですわ。

寺尾  二？ちは教え亨てヤ，つているんピか。そのヒさに

ちヤい翻言尽け・ていいいうので、付けっていブ・
1・ヒ彩つで・ら、そトバ「万国政わ〉い．うので、1トは

お七しろい余ビコ忌って、イん含・二・ヒで詞べトしゲ。

 ！番お礼しろいのは羽う台／峠②改変プ、二のい〔つ
 、は笑におもしろいパ箏。
宇川1ドラマでll、†レでルァレビ争いでヤクます1ク

            22

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



トH、いま先生⑦あつしぺ、ている川ユ、煎計学ヒい
えば一般的じバ・いけにピし、ハいうこいて船ムパ～話
は左＼く士て二合・いで、 ドラマナップ呑・のヵく彰てさますね。

寺尾  あ⑦攻麦②おっ・げて．、慶応・で■「崎等新稚」 でつ

／るい’’ ｷ。い・1＼㍑φ騎さの起こ‘ハよ、政府バ福沢

化生に、政府¢新聞を発行して／“・いδ・、㌧布目茶」

・ヒいう題の新間けして／ト谷’い・・｛け小う。1トは
イチ藤、大隈、升上の3人バ福う尺木生に頼むわけブ三。

 ピろバ、議令の開催バヒ、客活グヒ、～朴
りで実はピμビル3人¢老兄バ小力＼トちまう。和州ま4
人ヒ七六童イ†バよウ・，で二0）r、大濃ヒあヒのユ人、序器

付上いくビう㍉ピレア～ん定見バ合わ㌣＜各・6一．んピ。之レ

て、福スは初めに新間¢発行→交渉を受けブてとさに、礼

と毛と何ヵ・イの気バゐ、f・らしいいざ。イろイろ牝う準

備をしていてルですよ。いうち今度は向二うφ方バち

っといレ㌻二いて靴孝ち粁1・各・／すつちいで・らしく
て、立ち消えに言・つちヤつr（。イ4しf｛ヵ＼ら、グ麦て“自分で、

じヤつくろうレいって「吋享祈誰」バでごfてわけτ、さ

、いけは仲年φ改窒各・ルです。

キバ1イうですい。

 こトは言G録弓・ん力・とら呑・いでいいし’ですバ、逗チ巧尾

崎署堂．⑦雇敷～・住〃イニいべございまして、～い
に、書生†しバ等堂φニピを書いfく本バありまして、そ

〃一稚にポト1・本し“†い・のですけトH、そい
．昆ゼて丸タいまし。・ら、芳堂わく・書生†．しに句ヵ、フーて、r君

は、大隈重信とイチ藤博・丈ヒ   自分としては、人格的に

も政治家ヒして七大．隈ひ方．バ仔藤よハ‘よるハにりつば

～思うけ㍑七、μ’紹号的ド明治のせに名｛式し11
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⑦は仔添て’一あって、大隈・．1雪子に下つい忌1ヵ・」ヒ開ヵ・

い○です。キ〃・ニピ、毛十開め・htい・けいの
て’すバ、亨堂パ、r昔、島リにイ主していブニニろに新橋・・ら

ラて車で横浜1てイ了く丘寸、イデ蒔＝ヒい〉人1ゴ、『ノ＼山下の品川

φ搾細下を湿っhで、3，ヒ村f・ハピ足＼I半し一
まレ～ヒいう1才バハ／通くト6人馴～、た。大隈ヒ
いう州筆不精で、ゲいうこい何も！各・1・っf1一
トバ館勾は、ノ。い与え6魅ハいう奄和・らいつハう
いう、／、うに各・ったビ自分は、㍉。プ1・ら、君七イ葦く今・ろ

÷ぺ一11ら．、筆不精μ叶／律しれ・仰1坊j！ませ
ん」と、旨堂バいってい6のです。

手尾 けトど七、仲年の政変っチ乏で尾崎、大’養各・んいパ

クビい索って七、大一価才について主客改進兜にくつら

や1。ハしておいて、ll〔のいには紀訂関係τ～1丁
で＾・／て、政府ドい†1篇うい、ものうい～・つて、・る

ヤつはすべ’てブビ1二言・3しで万八らわ。イのヒ寺いみん・

絢つ払←トて！まって、卒府ヒいう七バ断念しマ、
実業零に富恭ひ込けヤ1わけド、～・ら、耗果いけ
トぱ1寸．し七種し’バ・いつτ・～し㍑・い吋～。あ⑦ま

まいで。ら、いま力慶たヒは笠。τてザ引二ヶってい仁．わけ

でね。

亭1リずでド丸11ち⑦間い／1高橋化生φ講義⑦中で、「明

治仲年φ政変当時1ま、尾崎亨堂はこっ．ぽ役人て∵ざいま

して・ピいう訪いトていましf二ね。

手尾 侭す“し礼こっぱし’ヤ争・いしピよ。みトはみん言’菰

計昧のトついし㍑トτ・一一・。
キ川 イ¢当時に商工省い何．ヵ・φ役人でしτ（、亨堂は。

最後に、大臣†、ています～わ、南工衛ハ何ハ。
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子尾 イドはす㌧ヒ桁～。

宇川六曜重信七位に無理大豆i1各・るいプですいらね。

六五9寺あfてソですい。

寺尾あトは政府ヒいうよ1バ、攻。字一1二～t二か・ら。

キl11官平を青フて、むしろ政界に八つf＋けですわ。

千尾政坪ド〈、で小1ブト。’官界を細いに断念しブ・
わけτ～与’。

 くつ～訪てぽくはちょ、ヒ間遠ったニヒバ／っある
んト。例の福沢バ大隈と初物て合、た明治7市に、大隈
の紹ケで伊藤及び丹上と宋リ合いに各・っブニ。大変伸よく

各・つ．f。。、イして六曜…手下r、矢野、小家、尾崎、ズ養、
’．ｱの八を推薦しで1。ピろバ、このわ小泉け後て’航
訂陳㌻いにく｝い。留学して保険学φ一弛弦に行一で

しまラて、後で館局明治生命をつく3原動力にポブル
てイ。一いハわりにチ場卓蔵バ〈一ちヤバ・。ニトて’矢

野文雄、午鳩卓蔵、穴’、養毅、尾崎行雄⑦千人バ練訂陳⑦

幹事で、そして矢野⊥ま大。政官権大書記官、午場は尺敏官

権大ケ書証官、づく養、声崎ぽ同ビく棒小書記官。ブ～ヵ・ら、

チ場、欠番、尾崎な・ルビいう⑦は、矢野よヅエ少レ位バ

伽・一でてんピパ。

年ハ1二吋紳蔵㍍⑦，もチルバ・午場繍㍍てあ
／、イ．のμルバ午紅序ルですわ、姉パ表に宇
つ．ている。

手尾 午揚卓蔵・…・…丁

年川ニトは泰蒲ルいら開いでいルですよ。山本登
下い一桁～、fl、医学音叶行ハけ蚕蔵下いお父下
〃〉。

予辰 卓鳳し．ヤ㌻いんだ・
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キ川ヒいう⑦は、二の間あガい・ら訪パ出rルです
1ルど孔、福釆末生バけ†いビろに＜ピニテ紙バ
残っているそうで万けトゼ孔、福釆先生ヒいう人は名前
¢二と｛久ドし舌・い人で、・卓蔵の稀レいう宇若緑レ書わ・

呑・いで進1い1字‡書いて／る・ユ通11ワち～ヒ率い

てあるのバあるりで、額にレて易3イうτす。
手尾 卓蔵ヒいラ人は福沢門下て｝升常に優秀プっτ・ヒい

うニヒはい6けトど↓、守場奉帥い紳士鐸で調べ
てみれ、兵鮒千餉1川、包子ドって書いてある。
イトバ綿ビ†香・いしてすよ。

キバj私は川ネ織で一い・ら閑いフ…一・㍉

手ノモイう一ヵ・。ぼくは当出汁ろハ足っフーすトビ’も、

念小州1神士録をル張り土してみτ・ら、何個モ男
ポヒハ吹雪ブ～ヒバ書いてあ一て一、イ⑦あトバ卓蔵レ’ヤ各・

いレアくθ

専用い一一jベマみましょク。までへおじいル
セいう（州ま各・いでしよ1、年いらい小ら。

手尾おビいでレビや各一いあ巾。

年バ1 易ツおビい下レでご。声じいでレですわ、山奈登下

ルと一節ブといろ二とは一和生φお父下しギ信書でんで
すヵ・ら、おじい寸して’す一 增B

手尾  ぼくは、ビこヵ＼に卓蔵という0）バ易亭ヵ＼ヒ忌っマ、

紳士録をずいぶんひ、くり返してみたんだけトビポ

キ川小じヤ、おし’いく．いイうい一、てポいいう
誰を開いてあっτ1らしい。
手尾  おじ一いちヤんバ卓蔵で、イ0）、も子†んバ伺ヒあ）一と

いう紳士録ド出てい6・あトで、イ⑦子株ポノド。あイニ
牌け凡弟だ’いら。
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安川 伺τ汽ル㌻諸バ虫たカ・’ヒいいますヒ、国際文イし令

・酵で、喜田㍍マい下にちつでづ肴岡㍍ひ喜び字α視
いφヒ寺〕ド、科バ富田先生に、現存す6人び中で福釆征

生に！番似ているのはピ生バヒ間いr二ら、中村仙一郎†

んガと自小に忌うヒいラτてルで、イ¢話を守場泰蔵†レ

ニ筋でしい・ら話．しア・ら、思い由竹いので’すよ。イド

で㍍ざレいパ・易げくド、ジ立さ〃＼泣ラ仏とい・τ1
らい・るん亡れいうひで大笑いに倉・ラτ二。

寺尾 大隈マルヒあトとに朴学い猿バ堺いブトらげf｛。

大隈†しに、明治ノ・年／月31θ村て’‘こういう手紙毛杉し

ている々ですよ。 こト■届択木生の書いτ二合紙ですパわ。

   r不1」員戊候、益・仰榊扱カ御師秤賀。禾叩
 帰趨御他出甫御坊但谷縮の至・イ¢節例話スタ†ステ
 ヅクφ義に村、・j、橋ヘベ御雷州可椴域旨、早星同人

 え申聞娠庭、兼で共忘す所、何平御引て科1／様々何度

 義社有え分以御ノ郡A舛伺吋tlて礼参上／士度、御和

 節其口時御一報奉願候。」  寄するに何ハ純計の誰バ

土て、スタナスナックの諸バ出て、イして小幡バ、自分
七イド（て〃わリ戸くいヒいつブ十けだ和。

 r当塾②杜才にて1昨卒中小骨ρ相談いτて・レ居候様子

 香・トど七、」 字㌻るに、・〕、幡一派バ伺パスタチスナ

ック・の÷ヒを㌣りでくいレいフてワノワ’い7ていト。

  r出人．民和め作争に参るぺ等柄にあらず”、何1カ・

 工夫数度と伽誰に冒茎消し居候折柄、偶、悠に其御省

 ⑦一 大隈ぐいヤ、てい6省f二’わ。こび右バ大蔵
省μ黒ラのですバ、「帥・ヒいうん～・らρ
専一 改変の前ですカ・らわ。

手尾  「忍召丘、何平産力為敢度事に御庫候，」  ピパ
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ら、何ハー音パ設けア1いヒ．いう話㍑竹生に話しflら

しい。ハしア1ら、イトドぜひ参加川い。
 r別紙姓名は禾づ’其／ヂ間伐ド候仔芙、固よ／狩に真

直にモビ馬人か申にあらプ、・卯釘打剛退
屈して脈杜すけけらん、旅行η扇ギあ｝、唯
今日苓μ称八人勿バ等げ十るまでω辛に候得ば

 決して当てには雄六下間敷候、左は率嗣〇十中上度・

 平・・頓首

  ！月甘一口
   大曜先生吏

                   福沢蓄「吉I」

 l1書いて、イ／てゲに名前け∴列苧して1，！
のです。ギしバ
 、j、幡多攻郎 同音声奈腐  循伺席次郎 森下岩獅

 森島件反郎 書バ1泰次卵 日原昌追  イデ療栓一郎

 高木伶荘1 吉渡資秀  須田原次郡 ρ屋、純三卵

 高力衛門

1ψけの名ポ書いて、イ．して章彼にrタ1に是は魚訂
ノう⑦人」として、杉亨二、新叶合作、呉丈聡0）3人の名

前を書いでい30）です。ポパら、ヤっばソこトはイつ右

へ、ヘトい㌧アてんで～。ピろバ、結局二ん合・毛のはでさ

かハつブニ。ドカ＼ら行ハ号リ、つブ（，ネ呂沢木生ヒいうのはカ＼

呑・1ノ秦丞心に、 ）ラにヵ＼して糸た書ナのせ早へ弟子をくトトい

・思・て、1・～智パげらしい1・で一すわ。・

専用 杉享ニヒ福沢禾生の年ψ関イ条はビう㌣3のですり＼。

手尾 杉．マし⑦方バ少し上。二・トは適塾の牝輩†｛七のθ

安川 件3ほピーイうですハ、異文聡といえば、た生⑦

ピろド㍑るのでマい、和φピろドも実は二〃厚
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い本バ辛て……・・。

手尾  ゐトは、包手下んの異文畑下んバ日穴の素志長で、お

やじ1†んっ書㌧・トものを華めブニ毛のド。 あト2兄ても、

易ま、り航計σ）ニヒは各・いんてヴよ。

 イμハ、共支聡はプいぶん翻訳なん力・ヤっている。
け1ルど：し、純計ド関す6自分gまとま7ブて書物ヒいう七

のはろまりケいよクポわ。ニトは実際に杉木生勿左腕⑦

よラにを、てザ初句ハら穴麦よく働いている。

 イして、呉†ん、横山†レ、イトカ・ら岡松ク差といラ3

人ハメyバーで、孝之で廃ノ芯の征生に各・・る。イ～∵しう／

、く、パウロ・マイエットぐしバ〃わ多、二の4人バ私以
前φ征主戸～・

年バ1イlvじヤ、イドは次⑦機合で、ピパあリパリ
ニさいましブニ。

 ニトは、昭和行年・・月工・．日（月曜8）、2時向分～4時

オ分まで、慶／芯義塾の研欠樟名誉承穆室で録音した七φ

で川ます。
                  （茅／巨／了）

29

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



冒本（て片げろ耽言ナ学つ脊展

茅 2 巻

話しチ

岡さチ

千尾
牛 川

  山琢 層

正 彬

／79aチ／／ノラ／o月。月）
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車1・1けで／．よ、お話の航でけ願いします。

寺尾 例φ明治／4弁¢改変でネ畠釆門下バ宮を並わト仁一

～辺までお話ししτてよ）宇気バするめです。てイ条ケぜ

ハいう二川㌻つ～ヘイトバ、什以後の慶応φ
航計μ〃影響けえブ1州、といウニは㍍つと
お諸レしてみτ1いと、良います。

 1・・前に申しまレ1・け／、政変によ一マ解自身は
亡羊ろん、福沢門下¢重等な豆中はみん争宕を追払一ドブ・

仁けで万けトビ斗、イ⑦中にゆ芦ブい追．わトれ・つτ・

幼いる、れのまま壱にけま、ア・別いま川μ
叱、木物的まl／い伽・つrlのです。六物1まみん官一挿

マト†てというφバ王しいヒ艮うφて出す。

 わ師バれ彼伺を．しτlMいうと、ますI一番φ親
方は例d矢野文雄ですバ、 こトバ大隈の腹，㌧ていわ中る

練計陳㍗再イ男です。天野は大隈とヒ小差々トマ、
すぐ1・大伽っ／つで・立ノ急改進覚に参加す6わけです。

しハしイ⑦い1・、印予に尾崎行雄、大’養役、ニト七立

憲・完に細しています。イ1して・綱｝いろ順バ・
い生涯にくろわけですバ、矢野は龍渓という名前で文筆
象を．業わアくト1プ・です。例q 「系歪圃美言美」 といラ歴史、j・言元

を書いてベストて弓一にかつτく、歴史物の草分リ’といわ

ltているんですわ。
 一                    ，

 栗はきのう冨田（τ文／↑い小一で・カ・ら、「矢野寸レ
φ一 `舳ビけ・一でいるハ」と間いい・あまl／自分
斗よく知けいけ㍑斗、最後には何省で～イ1・、丈邪
省じヤをい、何方・ぺ言万にくって役人で於わつτ二らしし・、

ヒいうような二とれよ。といっておパてけ1しビ孔、ど
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1いっさりし各・いφで汀。一時は六変一針しr・昨

吋レh、～彼は詞ぺてみ宇いとよ／い・け’い。
、

モハ1！篠バい・ト1ハト㍗くどいレは…一。
寺尾 ニトはナし調べてみトぱわ⑦・るレ島うぴで．すバわ。

 イ～・ら尺泰、尾崎は当時新開音ヤつていτてわけい・

ら、いわゆる記着生州でいえ・一で、㍑イろ改号へめ率

部始小とい〉二．ヒですわ。～1・ら例町場卓，蔵・／、

1トハ吋事新報・いるわけで万わ。イして符ド朝鮮

φ問題τ大空箒躍しア・ハしい。加二ろ臼奈と師碑ヒ
の間でいでこでバ超1勺、て、θ今の官吏バ句二うく稼下

H－／各’んハ、イル谷㌧とバあつでくらしい。イドで向ニ

ラで日本㍑蘭係㍍うにハよ／しようというのでI、チ

研政府馴に榊す1、けてニトバ綱へ波るので
す。こトはい㍍福付衛細でハゲる。「呼事新
報」1ま天変朝鮮問題に熱イ、政府よハ詳い・惰稚｛

将一でい㍑いルですわ。什てい／｛1・時事新
稚」バ朴学ドよ＜禾ト3よラになって、慶斥♂財政バ潤

っ仁というニヒバみるφですθ

 い・らニト七統計ヒは離トてしまって、二の年人は旅
計依ドお勺3！春⑦重等ケ人物ポつすくのに、／9年の李隻

以後は榊だ純計ヒは祭関係1ψ、てしまイ・ヒいうニヒ
ですわ。

何川学ドいい・・ふ・1．に．も1〃けトど七、い・し

序えてみいニトはパ・ソまえ㌻いイ。、ヒいう引ま、大

隈バ旅討限をつ／－1く趣いいバ印、剛｝し七流計
φ進歩のfぺ小つくっ1くいヤ寺・いんf！。ニト1享近／開

いトるであグ琳吋れ！て政府側で答争し州トぽ
香㍉ゐ。イ句答苛⑦でぐるような人間を春戎しよゲレい

            31

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



う。バa的ギったらしい。イザレで尾崎プど古・矢野だとヵ＼

犬養、二ん舌噌中μゲド〈るいド、・おまえは麻計⑦

二｝何げい・＜ていい・け隈ハらちヤい茶墨っ
宇を七ザブているので万、イドで広く一雄の改栃挿腎の

剛穴亨ヤトぽいいというんポいら．初幻ハら征討ビは関

竹／〈。ていルでしょ1。什てい州！高等官ヒ
1て人一つ、㍗れ・）紀計パ門㍑いい1・！川ユ
みん㌻下つ靖ド谷・つちヤう。

 イニで々のこみ呉（文聡ノ下レハこん台・、3、ラに書いて

いる⑦ですよ。「苦々②よう各・初あハら純計ド関1系しで・老

バ・高等言句幸席11で七む／箏！、練訂兆帷み・
幾～・81ラ毛立、い七矢小μ州、二ぴい高等官
の中には新聞書己。看上バ少の、練計バ何ゴ～ハ小わ・’らめ人バ

ラバついで、純計げ生・事業げえマい／1苅よ1／第

ド薯跨しまし。・。」二〉いう二けい一てい3／らいで、

A狂二¢1主†は航計の二とは†ら呑’カ・ラfて。イ丘ピけ上τ

でイいぽつマいでてらい・。

 等す31・旅計院ハはわトて叱、初め～菰計をヤブ

ていい・イげ～塾の純計川開榊・い。裾久木生
1ま初が・Hちハ、こト伸一でい1二わりで、脈打蒙に
各一3よラにと、思って大隈ド推薦し汽い÷をいんです紅

火曜。腹心と余って改ジ岩客にす3つ丸クで、ヤつばツ缶
しマい’汲ﾅすわ。、

 イドτ問題は、初州て例⑦、」、橋葛次郎、あるいは阿部

奉戴㍍ヵ・バわさい“練訂帖～でフ／一アくわけでしょ

う。仏遂叶バー俗ゼ1し11川いう二げ。加針
は、・実はい加似フ／ラてはとい“純計グりパ
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災95頂

、てい言・いんデ争。小幡†んは間㍉舌、塾に1斥って、そ

して福村生の片腕け二て、詠っ星宮ド熱中してしま
うわけですわ。イ〆レハら阿若p下レはラ列q明治生命乞つく

つマ、ゲジ亙宮ド会パ傾けれいうわけて＼与μ・は
カ・の方1て行ってしまうパ41。
 τイ三／人、イのとさに初バの紋討協会の小与r宇・一って（

渡且沸基μ長いごヒ今長0）役目は勤りていτく。しδ・レ実

際〃動の但糾いうい、イドは航訂ビ吋・’／て、ます“
明治。8年、牽哀／帝の府知孝けって、イ、の翌柚1・りに

は帝大φ無毛iてケっブ㍍ヤトヵ＼ら今度は外交官にな一で、

T一ス←りアーヒヵ・スイメヘのノ全・権㌻イ史ド谷・rて行ニマ湧

躍し1く人で、1ハ流計ヒは易ま／肉／結い｝、

 でイ派計脇～小長としては残っいブト1“七、ゲで
は実際ド練訂のμ等はメまク†ら各… つす・。

 紹ノる、 イのヒ予にす’㌧ヒ糸売言す石縁リ’マいトのは呉丈弓冬

下μ。こトは最後まで“熱t｝款計のこはヤバ・人です

わ。呉㌦はい枚、明州／育に納務省碓計詳手に
私・わです。イして呉1テペ㌧いパ、尺麦亨仰・香＼自

かパ計画け㍍勢イストをつく・lll／、㌦合・よ）
グ1て“大いに鮒け3つ／1呼小あるわぺ、呉晴
パけ／吋ば～い三けトハ、イレを二とをしてへ耗
局生層旅訂協小、あるいはスタチスナソ7社に重年人物
ヒしです㌧1碕フでいて1わけ↑す、イして僻いは蘇計

学杜・竹わザト1まス1チスチソ・夕亭め副峰に呉下

んは少っマい6．
 イトカ、タは八ドは、ゐ句とご初句ハら福一ス戸『下ヒして．

行っ†く虹中の中ド．はくフていぬけトども、列の’即碓
と横山雅1男バ、 生涯、脇4＼あるいは系欠今立学小にヒとまつ
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て、中心人勃ゆ、てい1二。このことは、どう川支て“塾

バ大学に宇ってハ！、共。榊、横山、この3人昨生
にい打ハ！、わいにケし詳し／お話しレで二いヒ
、思い打。

生ハら、問題は流計隊をフ／一て梢か句いポっで
すけトビ七、で年バイル宇七パフくろうとしで・の～

いろん、っ／ろう・鳥パく刊ま大隈下け～ろシ1作ビ
七、イの実を名刀勿い大隈に睦言しfて¢はマイエット㌻ρ

です。ハ。ウロ・マイエットバド／ツ⑦制度を参ノ邑して、

等すハ・旅計に卵6舳け来機構い／ろハして、
／つの実を大躍に提出しているφで万一μバックし
                   ，～バ杉享二。しでくバってご⑦ユ人バ展乗看ケんですわ。

 ゼろバ～実に従一πい1州、卯を材にし宇
バ1榊の実h／一いバ矢野文雄㍍でポ天野丈
雄はすてにいいnま穴I曜句本当町晩にケ・ていて、
マ’ Cエット†杉下〃バ序え・で・機構ピ才朴常1て違刀ててもφを

つくってしまフでく。マィエット†杉でμは、純粋∩菰計

φ問題として、一 C②糸気計て推進するτ〈州て務力・㌻機構ぐ

つ／ろ1、イの1州1†つ1・小、矢野バ1レけ｛
の一 ﾊ、下つぐいつでてよラに、ハヘ争／て固小村繁の
で（一ﾟの高級官吏圭春咳す6場所にじょう、イんヶよラに

してしまっア・らしいんゼ、

 什で、例州ル／｛けは雄計隊1哨3けト＾、実
権は矢野バ取フてし主フマ、杉㍍は片ひに並いヘ
トてしまってい3。杉下しは例巧甲斐⑦固⑦人口調査二

件バ蔚わって、・仲を本にμf1杯わ整理トづ隻頭
して、1ユ～連中バ隊でヤ、てい3ニレト師～ピタ
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ツチし念’いんヂ。イドで杉†レのチ飼いパ皇子毛みル宮

下つ靖にでトマレまフマ、マっさい、ブニようにふル合’バ

不干を漏らレト、二ういルで箏。什で、疎訂隊は数
知多ドは棟計局1ψフちヤ〉、

字刈癌、1、ルちヤう・でひ。

奇屋ハ～です。菰言ナ隊は反攻触計隊1イ～べ大
確バい香・くなって、イして予算斗削タドてでづんブ～んノj・下

く各一って、咽・冶・岬ドついに練計碇は廃止†トマ稚訂局

に呑・ってしまラ。ヤ”とさに杉下レ七官吏盲ヤめてまう

バす一ト以幸末生は宕につハない。，

 イダろ福ス末生は直痔い推計っ二〕｝タソテレ
少いで、むしみいまわ・ら一考えトば、 間ヰ妄白ラな形で糸末書すの

維r貢献レていいいえ6⑦ですバ、ψ1ま例・／綿
業です。保貧、特ド生命イ景夜と旅計とバ宕梼不離⑦関係

に〃二｝い〉までμ・い二とですバ、’仙保険μ福
沢芥生ドよってθ本で始劣シト1・わけです一ト。

 θ本に初カマ1呆鮒紹↑しで・川コ届ス木生て’、メトは

r雨林晩」．ヒい1、膚応3年τ～つい・、一策2回φ7
メりガ旅行・ハら帰フてさマ書いr（本9中で、初句マ係篠：

パ切ポとを詠いている。
 々トから次は、例⑦上野φ戦手φときド先生バ謙ム・て

いて＾い〉、ウエーランド勿、易。中1て保険の項バ弟フ
て惑いてイh語義しτ・。イの講義を聞いア1君吋に、

阿部束蔵各・い・みんケいるわげですよリj・幡†レい・、

八善｛っ／つ1・竹μ首1ラ、llレは大変塾いっては大
喜ケ人で、そラいラ遠中バ講斎≦闘いで・わけプ。

 木生バ竿先仁有りゲ「心変はおまえ、vヒつ南ネエをつ
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／ト…いって、～浦杜といラバつ1バる。々〆
バ八善の篠臨㌻レです。・イドで’禾寸請合・条令）いつfてめ・、

一穆の生分係除言姑勿るのです。イドは数年で、ハも
夕“ハ〃つr・らしいけト七七・

ルケけしマい6間ド・1・皐伝言バイ㌣リス1・ら帰
。てくるので“す。こトはイキりスに係除の私蒐に行イ・

んです、寺門的に係除雌洩してきτ・。ぞトバ細・咽治

〃辛です。げて“大・的にイ紙業を始めよハいうので1

届派門下バ集まラマ相抑6。イ〃⇒に相言芙にのつ㍗

のは、いル・1・幡・イ1し～平矢μ・阿印、小1・ら

勧宰ヤ清久、ル帷中バ集まラて相談衛・です。イ
して白伽矢バ立一で・小間泰承、こトバ明州今に
1ザ台生命い／つでくわけf～・

 τ小ら・1・惰下いわ・阿邪†いいうのは、初刷ψ〕②

締す協がっく、て、何1・脇枇一生懸押るはプr～つ

で1らしいパ～げト㍑、以とガしけ句バ色つτ・わワ
だ．仲で、直梼いはヤけい〃叶ど↓、し1・し、
明ジ台生命をつくフf〈二とによって、日奈っ人口雑訂の発

雇に間待には棉1・大竹貢南だをレ／lわけズすわ。

 イ←㌻杉けで、箱局、初刷・統計け’るであろう峠

わ叶よ〃直中バルケ純計を紅プしまって、触
れ十、とに1・く’官庁㍑剛系バ合・け、hの汽’～、
・し以パ呼専新報」を剣テ1」して・、イ1て“民徒教育引戸

専を停つ1二わけf～。l／。㌧民納承育するflめい新間を
づくろうをいうので、rθ予李斯球」を創刊する。

わしておいて、伽～飾前1≒で汁失調杜・逸
官を†るし、イ作いら、とにいく慶応義塾という学放を

七つ確備しよ1ヒい1ので、老バ学開細率循にく
            36、．
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ってしまう。ドいら政変〃、役文学開設までの間ヒいう毛

¢は、 どう七練訂σ）業績1よ珂㍉ンいように忌うφです。

 イルケわけで、明治23年勿大学開設まで．飛んでしまう

わ1打～けトビし、・明治〃年二ろハら、福ス井生は専門教

育の1芦字て痛感．し7、イドまでは届択塾であって、 どう

毛れまつで1システ川ま符でψい破育を†っていて・。何

1・チ当f・ソ次和μ謙〃．らしい〃、ハ性／、
ち・ヤん㌧夫艮則立っア〈専門放育を†ろうレいラので、明治

・坤に大学邪をう／3わ．けア～。

 イドて旅計学1・関係のみ6州、佃わ理賜科で三け
で、x掌那を言文けて3フつ科を運いf〈。文学一料、理財科、

活学科、イ⑦中¢確助料バ問題になるわけτす。

 払いに、大学州／rく小、アメり力のハーバー
ド大学ド助けて未が。イし竹二うっ船舌φ仔魚で、

3人の学部呼、1；ニヒパて“汁。弓トバ5フ・各科⇔長

ヒ昏・る。いまτいえば掌郡モに㌻3よう和人を；人呼ル

だ。イ！て理財科11乗hバガレッド今・ド・パーズ
です。

 こつ人バ明伽坤の募トド目奈にI来でて。1今は新し
い学則をつくっマいア〈のバ、彼の十へ田生命っ社長に和

イ門野諦え追。こトバアメ／カド行っマ・7メ’）力・

大学の制度を勉携しマ汁わけで舳、イして、新しい

学則をつ1つ1いるピろヘドロハ㌧ズバ～てぐて・
おイらくユ人べ、新しい学則をつ＜リ上ザブ3†（めに協力

しトい三ろ〉ヒ、忌ジ・｛
 このドロパーズという人は・ハーパー一ドの出身で、ドイ

ソい留学して庫史派の沈札ぽ1ブτ二人～てず。シ十モ
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ラー小ワググーい・1イうい今人ブ1伽孜バ受け1・。

ンミモラノ．ヤワグナーは、 ニピはドイ ツにおけ3 ドイソ

派の雑計の一派の寸1てくっマい3人て’、イういう人あ・ら、

あハく練計に卵る何！～承育を受けf二〃ヤない
1・脈わト3。小で、新しい剛・抑ド・1ぐ一ズの恵
えパ欠窒〈・マいるよタで・雇史尊重といラ傾向バ朴宇

・に潤／土1＋1パ～・

 τてτ～、イ勿翌年勿〉3年ハら大学は開稼でト3←1プτす

けトビ七、すぐド統計の講条は二・いプア㍍練計っ講義パ

始まラf（勿は、上⑦才の字争ド・置δ・卜fく七べっハら、々

の翌年、、み†カ・らτす。イφヒさ⑦末生バ、例②パ～7口

・マイエットヒ同松径つ2人f｛・同一松ダ全1よ明協仲年ハ失

明州争まτ、約9与問塾にいて講和レ1・ようです。

マイエソHま、討／辛辛ぐらいし1・塾τ稀はけハ
7でくよラて’5・

 こつ理財科φ主イ壬のドロバ1ズバ、まアく純計⑦上で／
っ⑦〆みやげ言目奈に城レfて。 二こに r口奈／＼P麻訂史」

といラ本バあクます。ニトは有名を高橋徒仙末生バ編下

んしでて奈で、 二の本は3ワ勿誘＼文を類ヨ訳した・しっを∠〉て

ず。イ⑦中の第／番8は、θ奈φ井上端杖巧「大θ奈固
古来人口序」》いう諭丈‡、イの主ま二こに転試してあ

ク打、わ番目バマイエット9r日奈人口繰言ナ脊」で
す。第3ヘドロ1ぐ一ズ・「篠ハ1時／廿介ける日本の人0一

という誘卜丈㌻ムンです．

 マイェットのr冒’本人口純計諭」は、明治／f年（ノ88ユ判

に書い1噌文τすバ、・こ／しパ冒奉i・おいてタ／目八バ毒い

1く人口純計に関す3最初バ級ド、とい←用いけで
す。いゴ課んで士、二’ト（まあ七しろい秘です。本人バ．
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練計⑦講寿‡1いい1言蹄は／可けい小ビガニ⑦
人は／乏τ国へ11季一て～、ドイハ叙計加職員ドなフ
ているくらいですδ・ら、†はソ練計は専門た’’つでニシしい

んグ。

1爪二の人は明州年1・峠t1目汁辛いい叶
て、‘よつ “リわカ・÷㌻いのですパ、岩倉早視のノ行バヨ

ノロッ1くへ行っア〈とさに、マイエットベ、何ヒヵ・いう目

わ伽いの篠伎の紹介τ本再考たi1小つ十い3。そ
して、郵便貯公を口奈で竜ヤトといシニヒ去勧告すき②

です。イしマ、本戸バ9本いソ多ってさてイドを思いお一レ

て、大蔵省の兵雇い9ト人ヒしマ号ぶ←1ナですρイ6ころ

外は脊納■です1・1、大いに資奈バ1峠で、仙資本

をとニゥ・1筆力3いで㍍う㍍うけていブてい“、マ
イエy トの都イ更貯雀＼夏でトビいう謙バ大望受けでてら しく

マ、イトバ＾に各一、て、大蔵省で二φ六は尺窒重専㌻

いろいろ㌻役目毛仰イつい多わげです。イ作で芥蔵省ド

川ま！て、鰍宕φ柵伽顧問け一で、彼一プ
に今創堆締わ顧剛寸3。れて、ハにタ崎ヤ
！高α教神にゲグ最後は事欠φ赦授に九合’つてい3・

イれさに確信州頑問／いラの七業わて・いろ、・ろ一

ケニとド首く実っ込ρ｛・しい。

 二ω人パつfく／ナ事は、木戸房征バ幸核、士頑の辛勝

索㍑しいさに、小州常にバッフレいいうニヒ
バ第／。第小は、国宮パ笑保険けhいラニは
いつ。。。第5番引・jよ、練計れ今訂検査院毛っ／トビ

いう二い進言してい3，第叶、入洛痘拓殖跨、こト
バ大麦多／φボ．／二一べよ．勿てい打・

 わ呼で、’産業／欲け胸物マい差す。本け・く寸
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ん書いfてし、いるい伸展言Iけ一でおクますけトビも二

歩女。7い3本⑦中ズ！番有名・ケのはこのr目茶人P恭計

翁」です。こトは支那の人口調査，イドとθ・奈とφヒヒ較

㌧いゲいら幻起二して、年するド、々パろの日
奈のノ。日航計レい仏‘言A／て乍ら幻↑、ニトいヤい．ハ

ぬ、↓っ1はつリしでく人口調査をヤれいうのバ、紹諭
にな・るわ1パ～市ゼこし、こ1トバ、後の日本て国勢詞査一を

ヤ3よタ1ψっイてノつ¢大”・原動力にケ6わけです。

 け．、マイェッ1は／年孝ぐらいし力・塾にい～・った
礼のですいら、どラい〉講義けつでくのカ・よ／わカ・4㌻

いατす。ラ⑦ころのほい（フ）大学の尿計勿講希を詞ベマ

みマ七、名前はあって．も実際に’パつて各一かつて・七φバ

多いのでア。カソザラムにはち㌣いく，てい3ル〆
けトビ1し、実際にけ、彼に本式に始まつでく、ブニとえば東

大あブニリバ統計の講秀を姑わ。・のは、高野岩三部禾佳な

んです。レニろバ、前がら純計っ稼業句講座名1よあ一・

ルビ．けLトビ斗実際はヤつマお二拍。

中ハ）泣当㌻人バいいつ1ルで／よ一 奄增B

手辰 人バし．、なカ・、ブてμでしょう。々トいタ、早稲田も

初め沙・ら統計句名前は季パってい3けゲビポ実際には．

ず’フと後に書・、て小らヤ、アルビぐ各㍉・力・。平ア・しママ

イェッ←マルパ、塾でイの間本当に航言ナg講義をヤっf（

Φ、リガ、、こト七字稼の資料でけわいらIない乃ですよ・

ピ竹つで二こヒに少つマい3。おハ〈ドロパーズ下ル
¢一 ﾋバ、何いイル寺・講秀めいて・二とを岬ってい3んじヤ

呑・いか㌢い戊バする！。ドバ

 ドロペーズとい）末生は、ノ人て“理財桝¢主専科8石

みル似占しい、τ小ですよ、原敬経清史一・…、二
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こにみ1パ1あ3けトビし、。ゐりヒあら一ヂる重雫科目はみ

ん言’／人τヤっマい3。七ヒ七ヒワグオ1や：／エモラー
・放え‡受1・叶人ブ外ら、わころドィγて｛欠窒諌言すの

誘諭バ盛んlL小f・時パポいら、ポら／蘇計。．話～
マニしの㍉、ドロ1ぐ一ズ下し、講義の中ド八トていきルビ

けい1・1い1気心3〃けトビゲ残舛バら、々
の二4o資料パ塾に何七残っていない¢です。．

 fイ、μ’け九表面的には仙司ハさにドρパー
ズとマイェットレいタ、クなくと七日本⑦人口純計に欠

嫡加州八バそろつマ塾にい十・㌣いシニピニ・
二とは大麦奇鯖。㍑思う巧です。

ペニヒ⑦紋計わ講秀1よ、マィェッい㍍で同松
任バヤつてい・るトけですバ、二の人はまし“あにヤっずくよ

うて“す。岡杉后ヒ、・う八は嘉与3年 （／8如．今フに生まト

て大でけけけってい3。二の岡松伽径の穿f｛け
トビ七、字枚・資料けれ雄郁印ぺ葎・の字バ書
いてあ6。ピろバほいの資料けれ、みんケ「侵・
け1∴いら／塾の方バ問遣二ていろと思う。
 こφ人ノま明柏9．今ド穴改悟の製表諦にく、て、杉末生

の手下ドニを36です、イごて多元言ナを私湾す6。杉派生ヵぐ

スクテスナック社をつ／6と、すぐ1てゲド人1ジましマ、

イニで重等㌻メンバーにケリ、て・く、んこめ人の稼㌢希

ハ．いうのは残っています。ニトバ打く、い番小クつ
ばな・亨艮午をんです。 こ⑦人は本当φ学名立～1プ・ヒ陰タ、

！いは各一七φです。げ1・1す㌧と最後まで、二の糸卿

協公、あ3いけスタケスケック杜、〃いは練計学紅一
こ七レの’重宇なノ ソバーピ して残3勿ですバ、 イの間には

いろいろケニレをやっているφて“す。明治／タ手ドは岩南
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1脊省べく／まして、け1・い1寺｝降’¥推痘学校巧
放板“・る。け～、マらにル年～峠享では降車
放援ヒいうのr万八ら、降尊大学ヒヒ、艮うんですバわ。
・β年には、国勢調査勿準備奈多芸ヤっている。塾で1ガ

つ亨い；で1ハに、み年1・い伸までの9年間、練計の
講義て†、・でく。

 二の卵修は欠衛・学科し／マ、明治・峠に例⑦共
立釈計学校バでさ／・いに、い旗揚K’選はトているの

です。共立練計学稼ヒいラ州、杉匁生1ぐ言い出してつ
く、で・目条て最初っシス7マテツフケ棟計の講習所τ名

1／、柿11程度バ高いタしい。㍗1・影業バ米麦多い
〃㌻。時卵いカ・朴掌い多い’．んです、他出うθ

奈nま、おれ／ああいう純計学れいクい1市いわ
けで、・最初にし7最後の航計学校ヂつずく～しトない。

 ニトは号する1て紋訂院バつ／、／・わ7で、明治〃和

攻窒で、～／．何割彦栃つよ1仰で学校バ遣1・トf・
わけf三。杉でレヒいう人は、若、・うちハら専門蒙の巻瑚

に怖1ガ八トている。特1・・／泰雄幻納！よ1い・
うので、明治の初め力・ら茅子のτくカに大変を苦斎をする

わけですバ、イド毛γステマチップにゃIろうヒいラつで、

共立学徒てつくっ。てわけです淳。

共立学校は．明治ノ・争にでさで・け㍑丸、聞け」／窄制

バ変わって、明柏ノ8年には1しうイトバ存娠でさケ＜な6

φです。小でノ9杯ついド第／回パ業生バい、
イ・φまま廃’№ｯつちペウ。章初にして最伽卒業師
ズです。々φ卒孝生⑦中ド横山程男てレハい†てわけで∴

で～カ、ら積出稚胃下しヒいラ力は、 奈当り杉下し4チノ綱い

・φ弟子ドっτ干わゾf㍉ 二φ頼山下んは後に慶応に釆て・
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・！ちろル新二の大生μ．つf㍍

 種山†μヒいう人は、丈スノ年 （／86ユ年）生まトて・

卵／8年、戟予の京期はくケ，ている。明治・9年に共
立硫計学徒吋業して、すぐドスタチ、スチッ7社に八1／、

、終生グにとビま6い↑です。杉でいくてくなつ㍑乏で、

二の種山㍍ハゲの小百にグマいる；スタチスチッ
ク社バ、例勿征討掌杜と名前数え6でしょ1。イペ
い小毒です。

 佃剛・、師尺掌の純計・厳創作、ア・ク、円閤練
計加一審査官、二んけバヤ。てい辛す。い・レ、あ
役人レして｛よ反してつヒころべ行力・宇いっアてわけで、渦動

的／けヌけヌチック社、小1・ら練計学紅・ある
いは統計協小、ゲτの位享バ中町ゲています一
年川 二の’ころの降筆文学φ講条という引ま、国勢学な

んτしょうわ・

手辰ぽ／は．わ／パういラビろでは、程度9高い
統計っ講希け一マいflいぺ呑・い～忌1言・。何しみ、
二共立絞言ナ学夜の程度ヒいう礼のは柞常に高いんだ。イの

二ろレ、しては最高パφブイっf・らしいい～。

牢川．イ今いうピろで使っマいでくテヤスいヵ・、記録
い・いザしのば呑・いのでわ・。どん㌻本を使って講義て

†トていf市といゲしのば。
寺尾 ニトはH舳∫κ。ヂεトぴ㌦・k卜帆一H久八山仏・κJψ

∫｛パ1∫十iパの 「属吏及理論・え音い、「人口え郊」、「葎清

え郡」 ヒむ＼、いろいろなのバあるのです。イド．を、で・ヒ

えぱほ1・つハ、帥俸けい・人口え都・の翻訳け
、てい打。．同じよル、イ’の本に従って講義汀1ん

け。生バハ切って．い」3らしい叶。f～ハら降軍
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各一んb＼、ああいう当、だ蘇言すの帖等㌻ビニろでは、柘当程

和高い講義けっていで1いμ・い～師トる〃こ
けトど七わ。

寺1ザ和バ頭1て楯さまレ／ての1ま、隆寧／い1竹男1〕ω立場

・ピろですハ！、固と自と〃転をする、国際問・統

計事情～州雌ゆ、生ういプけんハ紬主体
的～しけい．と鳥イのです。方浅知問題よリバ1よ。
手／乏 降筆名・んいて’’・…一？

年111にい。

手ノ尾 イド1ブイうでづろうケ。北韓1バ中心で～ろう。イドは

当、坦て～合うわ。

年11，あ3時期は、一学一問は軍事8台ラτ㌧†＝クしブて二とも、

特にニラいう小野は川仔い、㍉のですバ。訓才れ
ますけh一七七、オノスト1）アカ＼らスキー君・ムノヵ二、qケイ左ヵべ

来τて⑦μ、寧喜8句て’すカ・らわ。雪バ降って七軍隊バ友

ハトれヵ・。最近で一ま、一ロコ｝ス射撃ヤつTllソ、丁りノ

ビッフ競筏で、スギ属いて射抑ついす3⑦1ま、ゴ
†に軍事的でしようわ。
手。尾 何で礼筆事目的ヒ館び→けるでしょうわ。

 しいレ’、雌ヒい1素’孝で∴1・ら、裾姉生白／茶バ、一

若いころ、すい、ザんいろいろ各・いを出しているφわ。
慶応ハら・明治ドカ・けてっ時代1て。「万国図茎し」とか、学

才イ可い、、みんケ！種の製表午パ｛なθ

キバ1 問題は、「製毒・を 「練訂」と訳すヒころ1．1六亨㌻

転穣バあつで～ビヤな・いク・と和は思うのです。「製表・と

言つf1時代ド、まηて数字を豪わてやて整理して州約
てみる、ということです＾．ら．冶。
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手尾 イライラ，で～ハら、．福沢禾壬なん＾バ最初に乃え

マいτ1雑計という引よ、禦孝r～イレポわ。

字1つ昨いまψ。
手尾し1・し、生ババーンフ’レ㌻レいの影響τ、奈当句

章呼の純計ヒい一のバポい㌦ド〈つて！ルで～わ。
・宇バ1 イニでお七レみいヒノ忌いまσのは、 スタディステ

ィクズレいラ言’葉バ、6バちヤいパ合・バら、／つは
旅言ナてあ1ノ、／つは般計学↑あるヒい〉ことτす栖。

子屋鰍㍑バ最初序えてい1川ユ、全／航計・っ穀宇
いすの問題であフて、末生はイドをネり田すトばいい．ヒ忌

ってい1ψビヤない1・昨う。τ～カ・ら．、’末生1よついド本

当の帥の菰言す享はヤ｝ハーll。
年11）前史みた、1な七のですわ。、蘇計学有史、

手ノ毛ゲゲ．寂計学前吏τ～わ。1小ら、塾ケいで
一体いつごろいら、新しい喜呼でつ級計バ講条下グ・へ

ぽくは、間私修あいはいイピヤってい㌧バぐケ
いヵ・と思うんですバ冶。あ¢人的書いτ（誘r丈、たく下ん、

。へ度r記念論丈雀」の中ドあ1ノますバ、実にみん呑’りっ

ぱケ毛のてすわ。
。字1り イφ呼に、大数惰則ケんで古マ“ます、力、二わ？

手尾  欠教涜則なんヒい）字分ら、積J、†ルfぐ。て盛ん

にヤラで（し、 わトわれ・七間いで・わけドけトど七、 ニトバ．

ビバ数学を榊にしマいハのτ小！、1べる例の
生命／呆険τ有抑藤浮利喜欠如、あの人一バ、数学家でな

けトは廠計学はでけい、レいラ論文苫善いた〃～ガ
小ド対しマ、横山．い・岡松い＼1うい÷例・協会に
属して一いる速中バ大竹耐をして…（1よ違一マいる

という二とで、一時大れ青色バ易っプルプ。
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年ハシ イれはまマに、政治算術レ青の確率論ヒバ麻A、

いリわけですけトビ七、イこに相〈ト谷・い斗のバ易

ハいうωい司し冴えで万わ。
手尾 ゴいll（敏男）†レ。一派と増山元三師、あα一室守

バー時的皇にやって、イトド峠！て杜柵計氷パ大柿

発’しゲと．㍑3げよ。港バ1老バ倉一句ヵ・、て、ぽ

／バどめに八つで・こヒバ易ろんて小，イシイう、あトゲ
ん。々・。

守川 いワの時代で寸、何ハ航言ナの雇史の中に毛、／7↓

紀、・8世系己ぐらいパ箪榊。・廷こフllいH、．イタ

り一で起1イ1、言草確率和問題バみリますし、あ互
い一バち互い苫理解しAい・いいで小ら、あ互いに我を
撮っマい6よう与一二しσ）で。

子尾 c～ヵ・ら、両才難件て脊亙して汀・んκ伝．練計学

という毛のバ。篠浮利害瓜印†レは、初カて日一奈ノ。つ生

命差をっくっでて人で、イドまでけqルさな毛φで、タド国

φ生命ゑてイのま3イ吏一でいて｝f∴

年バ1イ〔ま、科ベアメリ刀のプソンストン大字に行フ

マいまして・と汁、ト1レコ～⑦．ボ変わけい年配・
留学生べ、「白木⑦ビニろでは生命表バ少’い」というんで

すよ！秀②ところし“岬、生．命保碓ごバな’いのハ」 ヒいっブて

ら、「生命保険は4るんだ」 》いうのですノ生命表ピうヤ
っマ皮ってい6んブづ」、ていつでてら、「ギりシヤ ヒの・イタ

り一 レいのをイ史、 マ、 ン床；一割り出すんだJ とハいつ マい

3レでてけト・ど’七わ。

手尾  しかし、あイニ’らは麟．g因〉イラ違←ない．．τ（だ、

あ勿二ろ巧日奉とヲーロッパはA尽遺一つτ（はす“でしょう。

だ～、ニトーは本当ドで’ア1らめた一たわヅ小。
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年ハ1 私バモデル生命表芸っくつ仁ごろで毛、訪タド国と
日一 {とは、特碑ケ辛・惰バ’あフて、死て率の型バ違うんで

す。イパ外ら、まh／フたんですハら。
 イ～・！れ、プリンヌトン欠字ハ、コ1レマい
い1所吾ルバ好ハデ／レ生榊を、区域て棉・しま
してっくっいハ、日本f｛叩特価ハいってタ／しブ1
⑦です。

手尾 ビけトビ毛、ヤつげジ日本十ちヤんり玄白ひ生命
表バち・げトはダメブ～、レいう二とバはつさl／わわ・るよう

にれいは一生伽呆紅いういバんプ1ハらで’しょ
うθトハら、イ景険業をつ千っト福沢朱生は、間棒的には

無言す勿脊雇に朴宰ケ貢献δミあっブ・レいえるんド年。

年1リ何ヵ・、ハいう七φべ先々ドt碑をんだ、とい
ニピ強／虹取ル1イセンスヒいバφは、ザい．孔
φい思い打わ。ご．自分バ子‡」と行いまでも、挺術
竹知識衛仔什香｝・いまで・七。ハいう七のバニ
ト～l1常に1癖㌻んド、レい〉二とを感し承ウておら

トでくレ思・るんですバわ。

子屋朱生の書いいのを諒レτみると、たまげ多くら
いπいわ、

年ハ1碩学とい’〉り・。

手尾灯1、朱グとをす＼、、3；しよ1．わヵ・つマいた㍑～

わ。偉い人で～よ。打打須バ下バるけ（ど’ψ。
 呉†レハ教でヤ、で・講義というのは、一あφ公家⑦中に、

呉↑μの遺作季φ呼に、いろいろか萄・丈パ易多ハら、あ

いつ分ぎかわせてみトげ大体長当バつ／げトど七、こ
トは六変干ヘケ講義r～っア1よ・ラド艮ラな、
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キ川矢野丈雄ルビいうノ。は一、イの伽第一生命ひ矢

撃予寸いは、A／開係朴・い人存｝ですわ・。

千尾どラい一バしいρぽ／（ま関係あ3小と忌一fl
けトビ七、何がで詞ベトばい・るをノ邑うけトビザ

キ川  つい下7と結びつけヵくちで㌻わ・．同じ生句景険で

すし。

手雇 例の千拷†んみブニいな一・…一。

中川午場ル”傷心は、誰添び打1ルど七、おじ’い
マレヒあ孫マルパ政府⑦顧問をヤつ†くという二とですい

ら、 二仁し一七お七レろい。／つのすぐトでて方ρ、 という二

と1寸3≒と思い打けトど’七わ。

手尾 この間、例g r福沢山脈」≦諌んで“ムたんr｛けト

ビ七、あトに七矢野リのニヒは、初めドらよっヒ出マ
／打～ワで、後帥ヒい教人だけに詳し／しぼ・㍍
って一。

専川 ぐはク、呼パ¢大亨㌻派トφ中ですぐト仁学。者バ

虫て、勺細実1て充実しで1高度れのを講秀し～い）

場合に、雫で・してみルhいていけでψですいわ。ゲ

⑦ゼろへ伽咋八問題φピろτ…一。
寺尾イルエ。
 だけど、よく言回べてみるビ、イφころの杉和生の弟チ

ビいバ引ま、ブい、3；け萱な躯旗≦していて4しいん

f三よ。明州て呑・6＾れが・のバに、フランス語にす
つヵ・ソ通暁して、フランス・、紀計φ本ない・訳レい、

イーんゲとけ一マいるし、わトわト1くい峠像するよ
りは、！まるいに進歩していfくヒノ忌うんだ・

 たド、いかい～、イパろの本πバ、いまゼ室つマ

批航訂／い1毛の舳いあ11羊いブっア小村牝
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†小ら、小を、な実に目茶へ仔って沖フ・マ、いまの8
から晃でてらブい、ザん不完4＼ケ七φヂね。杉大生は、 いす“

トにしろ主力を人口調査に董いrl。…レは1よつさりしマ

い3わ。
 ぼくjよ、大隈、しバ・早稲田毛つくって、あ．イニで蘇訂

レいラ七つバ易まク命重†トて㌧・ケヘつ でく、 というめバ

どう孔解ヤケいんで～わ。穴眼下レヒいう人は、一マつポb

い、け小、本当・恵・李で旅計叶幻い承計限圭っく

っh・どうハ住しいわ1丁で、少†＜一！つり大さ呑・目
的／よ、有能伊官吏を春カ．す3ヒいうけ～いら、旅訂ドっ

いてあハ興心でないhいえる～．しトないげトど七、
’’

｢・し、ヒいめ・く菰訂っ総元締が～一ずル／小ら、々ト

バ大学い／つて、ビ・う七あグっ学校で1声プし七旅訂

の講秀バ窟んド行わ’ト1・というあ榊ないわゲ

寺／1先生ピ手代は一鮒ヒ忌1んです仰ビも、州葦

新次官けんという方、イの方勿先生といケ㍑’んケ万カ＼

二房σですい。

号尾マ易、わいらゐね。
年ハ1 先生いら叉3ヒず’つヒ上ですわ。

手尾 火浮下ルはプつヒ上，蒙京葎涛専門学挨9字モを

ぺ2っf〈て’しょ〉。

年バ1ハでレ1くわ、いの穴倉高南、家事経就学で
すね。

 沖ドく最近付幸るヒ、藤本亨尽師末生少いは
相当言いという二“な・るめですカ・。横山稚男木生ピ

仙下林1／は藤奈れパくソれ孝ちヤうφですハ・
手尾頼いい篠本㍍は、大菱伸バよ～τてらしい。
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横山下ルの次φ航言す学小の小長f～よ、確δ・藤李下いべ、

イ⑦ころφことド㌻3ヒ、丸う森田（優三）君バ直埠始

終放わって。

キバ） 門下生ですいらわ。

手尾 門下室て’令、てい3レだよ。横山下ルという人は、

小長ヒして非常にわバま打～つアルで～よ。イドで、自分

⑦いい丁くいこげけ壬雑斜1細るん1作。二1しτ柳
に困、τ・ヒいラニとを、森甲君バいっていますバ、イド

けい、f㍍f㍍純計を敵トちヤっているんだ。仙
人バヒごいに旅行しf〈旅行記はつ・クを、例⑦r娘計学雑

宗」に細畑です。綱学11ついては、若いうちは朴
常に熱心にパいしい誘諭掘ルパ。てい11人“ト
ど毛、で～ヂん呪利ψ召ド従勺て、イド担Ψくな’パ

ヤって、勝利て「和」φ雑話川・いトしてしまっいい
ゲピ、森田君バいっていで・レて～よ。

 ヒころバ、、イトビャいい拍ヒいうφで’、後で、急に、方

材バヒに互．ハ、学術雑詞てしよいいろので一λ〃
性力しfくわけ〆。ピろバ、ゲす3！、途端に購読
方バ外ちい／・・／いケ⑦は、むす『グ！過ぎて・いも

ダメだヒいケので’薙諏毛ヤ劫でくメ。バ多く．て、イφ、とも困

っブ・と森田君バい一ていポ沖ビ九ね。

頼山先．生は、ちょうど和“の激わ一1く1ろの加講
義0よタ各・二とを、雑誌1て書いていでていψ。盛川く旅

行をして、イの風土記を書いて＼・3～グよ。練訂ヒは間

イ砂いんだ。でイお礼しろい諒〃物ドケフち†っている、

、宇バ1ハいラ名前でお伺いしない柵、福本鳩三㌧い
う才バちらト灯わ。いレスい何1・の旅討を翻訳しで・才

ですへ一
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寺尾いましテψ。あれはビうしオてい乍。
字川 森数桝†いガー・？

奇屋れは一番まとけ統計学者グつ丁・ろ1わ。数理
練剖学．弟トは教学則～ハらわ。

一字川  二の間図書館1・6、τ二、例⑦マイェット下んη二

川宅いてある小翁丈てIすバ、弟トハ参利1いまし

f小。和帥割竹いうちに末生のピろにお之リレ
トニしφで万カ＼ら。

寺尾  ええ、あリバとう。ブてだ、瓢⑦二とは何斗わハら

伊いパ仙帥ザと．州宇に詳し／書いて劣る。お
雇い外人レしてぴ業家責、毛けレああl11人パと芸塾

ヒしマ調ベマみ～いいと陰ラ〃～バわ。とソバ読い“
礼、二の遠中バ塾τ講喬しマい伽1！、イパ小1泌
、竺触トてケい。）バ多いんですよ。全、芝触トてケい。大抵

勿礼川で、度ノ忘にいブ・ヒいうことバ毒いてない。

年ハ1わすハ、福沢朱生は才名用しfくけ1レビ七、あ
まリガをノヘトてい分ハっでてといラ ニと一ですかね・

子尾 イド1．ゴ配当図を見るヒ、理財科の鳩A¢統計学1ユ、

初カ．は週2崎間τ～けトビ斗、途中では／晴剛・グマい

る。ま1くけバ2時間1・穆泥しマ、最後ダ／1予剛咋7

ている。ぽいのいには／崎間し1・な・い。こトは、堀
江先生バ、「あん㌘いい州ブんケ講義に2時間なμてれレ

わ工」つて、ほくい前で‘ま、ポノいラブく二とバ易る。

旅訂パ話でしょラ。ピ～字左衛もし．ろバいでい6
ドけで、本当の学問白ラな誰をしケガ・7でく．一先生1よ、せ句

．中を超、竺、とし今やパくんヂ分、

車バ1 イういう二とに㌻つてヵ、シ菰わ召学生は東トです

わ。何に丸厳えて／けい〃～、（幻
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手尾・頼山朱．生’は、ぽ／ニバ多生のいに講義聞い㍍

1｛よ。藩誘みプていゲ11か／いっている．。けで学年

②終わソい伊ると、「／年間の表↑らいをいアてします」 ヒ

いう…トス／・／らい題を出して、イハ説明するわワ
です。τ・レえば「反数満更1いについては、「ノ1一量⑦空気は

色分つ七天空は常ド青々でく．ク。一握9水は色なき七大海

は学に脊・／lり・という定条㍗3。

 小τ・ク題ぐらいす“、と説咽しマ、試薮はいすい！

移す。試、酸バ柏まっマみれ、壱・3／〃㌧才の8題ぐ
シいパ虫3ルででよ。「右φバハい題選択」、「τ1．ヂし、

／題にフ下2行以上にわアくるべいらず」。τてつアて2行て“客

家老／．〃、！笑）1づク・期ノ肘んプ。試菰・榊を配る

でしょう。途中まで配孝ピ、い前パつは杉レてい3
ん〆。で～ハ）乏のヤブは六幻～よ。ぼしペリ待っマいら

㍑一いいら、「子／よニヤ、子／よ1ヤ」けλわ乃駁い
で、章但1て乳ク終わっア（と戸には1ヨとん．どバξバらにな

ハゲ。（笑いNユ・一心ぐタいτ済んじヤル1小！、
大変ケ試射イ、ブ・。

横山ルは1肺ク引・学柾をけ川てケー．すて1。ヒいう

のは、科バ係ってさ1市ら、先生は仙て、れ砥義士

がつ小長にゲH・。
与川河カ・、／pリω易6方ケんで万カ・。

千尾ハいうぺ～つf・い竹。川ヵ・／古へ士みでてい
ケ人ヂ。！面欠受謹厳なレτ～けトど七、／あ努語家みで〈

いケピニろバあっ仁。初力のバっスタナステッ7社¢
呼～種いいいうのは、尺れ・写岩、プよ。
寿〕りイハい・ですわ。散見する一七パ見まして七、
㌻ヵ・ケい重⇒を㌻しアて存在グ、たよ〉ですよ。
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手尾 藤浮†μヒの翁乎る・い・毛、実’て蓉荘レしている。

llつ竹＝！小・／～叶峨ノ！劇しハちい1小け。
ち七レノフい人｛でく。ぽくしま、あ6人バ々ル青■二惰い人．

r｛小4，1しパ学生パろノ教い受けNゴより・、で↓
㍑うけトど七、学生バ全然朱室毛相手グ1しケ。い｝。

教室に行／のは、寄席に行／ついノで行／〃いら，

字川赤生の習わ叶ころは、．おわぐ！い1｛一11い｝
すハ、お年1ま。

子尾横い用人窒年れ一てポけ。8・希つで寸
くケリイてパ～いら、

寿川／81・年．に生まトて、昭和／・争い寸／ヅトブてい“

すわ。一

子房えポ ／舛というと、ユ・年バ／附年い・ダ…・・一。

専川寸けけhは8臓で’すわ。号・8けいれ大
変ポ。

子尾  ピパら、学校におらトで‘ヒさだつ て相当の今では

あつでてな。

宇・〕先生1蝋わ、h’批正・・咋くら・いですヵ・。

子尾・咋くらいビ。
年ハl／仰琴くら、・です1・ら、大体6・／らいですわ。昔

ψは、・堀対如一件でてけ1て二！、．舳いつ
1抑おいい†い～つい・ら。

子尾ぽ／ら、本当に大麦宇おじい↑しプと、もつマいでく、

ひげIを生ヤ！て、和服を莞て。ジ予服苓岬1・二けい。

手尾福田先生は「統計学雑誌・ドす“いハ書いて、・ま
す。

宇刈 ．r糸完封芸誌」という雑誌杉あヅ3すね。
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手尺  「厳計参茶」は協小q方勿雑宗で’、「廠言立学粧慕」

・い｛パスタチスナッノ社、げバって、～伽練
計学紅一の櫛閤紅河い㍗1し∵叶・1ま／合『い・わハ

ら㌻1ケつちヤう・。

 福田禾＼生は、物価指数について盛レに書いていますよ。

老いていれいラヵ・、翠考をしていルで～。しでてハラマ、

イトバ論xlヘケつマい6。

宇バ1㍍ラは時間けトですから、二・辺て｝郁切ク
ますけトビ斗、お毛同べいトドいτて誰ぽ。と3τ何一す物フ

て、今度帥とつ気楽ケ島い虫卵・い、稼計学小バて“

汁いは留学才1～1いい1・τす廿ど毛、仏前
後勿関係で〃。行！前バヒけ派伽・、帰ってポ1・
らどんケぐタいで～つい・、というよラケこヒ七兵話しい

1イけハ、み〃バ鳥トていポと言二い・㍑マ／3
というごゼバ、あ一6しビ生㌻いカ・ヒ忌うのです。何δ・、

いい水て向け3ヰうケ話題バ・あトはいい⑦で万パー・一、

                  （第2回了）
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キ川 寺ようは／／月1ワθ（月曜臼フ、前回・・θ、／週間前

に手戻先生ヵ・らお誰重伺いましブてけトビも、今回は、福

田徒三元生、・純計学にまつわるあが伺いで1いヒ艮いま

す。

寺尾1の前お話ししまし1・け／、塾にμ書アバでさ
’マガ・ら、マイェッ←先生、岡松任下ル、異文肥立ル、積

出線ル、二の以灯バ勢で練訂り講義をし／・θレ
b・し、実際にどういう講義毛下トτ1力・ということはあま

りは、ハいい宇いしです’
B

 イドで、ビう・し練計学。講柔バあ、享ツ重等視下トか力、

ワアてて“μうと忌わμ証拠は、与えら1してい岬閃バ

神け喬・いい“万。初舳峠同の灯／∴hに一
㍍μ生バ／呼問トルてしま一プ1ダまい時間
にノ雇星クい、打1／1子剛唯一～、と’’うハけ
よラに種リ返しているシしいんで’す。 ノっαネ十gバ／週

間に／吋問といいは朴常に冷遇て易ラて、六奉有っ科8

で㌦ゲ｝呑・いはず～です1・ら、あまつ練計の議
奏／いバのは重ポ琶いけい一1｝｛昨わ1レ
6わけでザ
 いままで’良て守て〈とお1）、 二｛らの先生才とい〉φ1ま、

’い叶・いの当時けては廻一加朱生方丁小ら・、本当

にま川・講斉い／イく！り・ば出小一丁・峰ル
ですけ㍑七、どハゲパはつハしないし、最後に
実際い科バついで・頼山先生年んいギ、講義〉いう七のμ

いハい段け岬1川学一でしまづて、まるでリ益び予分に

学校へ奉ル1てようドつ†て。練計学の話ヒいプしはま

けσ㌧で1。娩言すのお話といラい、何1・繍み1・いゲ
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とにザマしポて、し川っマ、和七館計学め講蕎三
開いアて㌧は艮4っをいつブて。’イドて糸冬わってしま、たわけ

です。

 イの呼べに、塾の先生才の守で煮計に二番関イ系バあっ

ブてヒ島わトるωは，福田促三先生をんです。福θ化生は
／橋句出身で、物カー橋1て奉蛾マトτてわけですバ、一橋

～明州／年11ドイソヘ留学！て、峠に帰、．てこ｝

τ｝です。二こてI1ブ承和のけ／、しγヒヤイハ
φ＼麿文永くの規本一”ブレンターノに師事でトて、特に、

ブレンターノには六変・・わいバζ4しアニヒいうヵ＼て箱1〔

本｛考いマ／・る。／っ1ゴ労働経着諦・’、1い／っ，は「B

本緯づ有史誘＼」、このλ一フの奈壱・ルいは、ブレンターノ』o）

杉）い1形にケ、ていハらいで、短い留学期間に大
変㌻業家賃を上げfて才です、

 福田μバ帰って二いして八ら、ハろパ橋へ帰、
で1んですバ、応生は留学すに放伽1／坤ルて／・・る。1層

              ♪って予マすぐに放師レして孜哩1て立っア・い’’すバ、こつ
メ。．は末窒1ブ・んむ、つ早い人τ’、！ネ奮τ七、アてちま．ち同イ系レ

けんヵ・を して飛び出してしまう。弁ξび出して、熟へ形ラ

て租吋生“・い小。
キバ1瓢に稲、てこ｝1川ま、いっ～ですヵ。。一

手辰明ジ台・8年ド勢へ李｝て、六η号までソ3等間瓢

にい／小です“合・1手いんです。いいに柿に立
氷各巾幸衛一すグア・わけて、イのいに．髪け待つでく講座

は、「経済原論」ヒ「葎済史・て“す。

 、1・皐末生バ福田先生の講義を聞きでてい！心で｝政治ネ斗へ

入学し1・い、・うこ〕ま、こトはい岩下い’承知のけ

りで・理財桝でパ原論・φ講義をしないイらしい。
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政榊め方でr原論・の講義1し／1毛つ一いジ木．皐末

生はけ舌即／1／マ舳科・学生け一1㌧
専jリい行いう経済学郡、艀和いを小け万バ、
当時は、経清字音グ相当U⑦はむしろ改）台科で、酬

科ヒいラ引まむしろ商業的令1二いヤバてい・、イうい

ろ”マ“七易3ルです1・。
寺一尾  々μ年二とは・Aタ室㌻い。

専川 グつτくら、当祭理財科で・し r経清原誘・」の講義を

ヤつハよハ〉でTわ。
寺尾 イドは専椎宕バぢマルといままて’いアてですハらね。

初刷〃lj⑦名取・和．作†し。名取下しは、間七をく自分多

福田マいバてバと、ピけし及1地わというの
で、一加イ／フェン方1／テト・コンプレックスのよ
うれのを符つブ・らし／て、学核けめち岬ルτすよ。
あじろ自小は実業外くつけバいい’でミろうレいうので、

実業界にハつぢヤっτて。理財科0）方パ木生バイろってい

ナて斗の～・ら、おれ＜幻台科⑦才へ福月レは回パ・

ルレ分・いいり忌わト3んτ万。

 グて、こ竹／伽、実際’・杜小竹細乏朴常パ
ラでてら17です。労術力問題に関するいみいろ㌻字タド君動を

朴グ盛んに伽ゲろでL

訓婦．／lけけ斗、紅バ勢へ残。て、／ト象紐に’つい

て教程鯵済学、特にゾェーボ’ンズ・研穴領一でい1・わ

け／・けれん、昭和3杯つ／｛桐い・字音声吾は
気質マ叶、ア1バ、突如、学部景に伽ト・・赦紗τ

が留学㍗る1㌧に1大まつll、科8は厳計学い・い
けけよつ／いわ叶、艀はルしいけトビ七、練
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計学ばば／jまが五知らぬτすよ、何けっfてン｝い・

ですといパてら、イのいに向こうべい〉のは、麻積小
ていψイペと盲問題1・しτ1ザ、あト’堵程経済学
けつてい6〃ハ！、六丈犬．1づ．ろう、ニラい、う理由ヂ。

ま二とに二トレはいい力、ヴん／伊言書で、中山†〃の鳩石＼ビ岡

〃’んで’ず。

一橋のれ／ヂ知劫㍍バ数穆葎清学けっていいこ
ろバ、突如、傷わ命ぜル1く。ひよフけ／くら、r厳計
学及び絃済学研穴小幻」、二ういラ、1、うに書いてあつ1・

い“、実際びつ／l／レた。仙理剛聞いてみτてら．、お

まえ1攻哩鯵清学㍑つているんで小ζ、数学、．畔通だ

～いいで～ろプこづいパ㍍イドで、「ま二とにでピ
め伊話ドね・ヒいう二とをぽくにいパルですバ、まこ
いてイドと同じ呑’μズす。一儲七でで・シゆで～1ブトビ七、

設けて。らわだ、ト。

 いいに、ぼく二／しばら・／タえで・けトと・・七、麻計学

ヒいババ、自分は種はい講義い・関心1・仰
ビ斗、ビプ1あい・斗の㍑いハを気バして、七1
少し学問舳・何いバ弟6〃ろう。仕打熟に、1に
い／専／壬竹生ヒいう引抑いでアい1、どうしマ七塾
ヒして専作を電力・乍くちてケタぬという理由化あ多め・ら、

ゼひ榊、ニラいう諸ポ、仁。1い1、ト象先生に七盛ん

にいわ～力・ら、り毛先生ヒけいず3わけ1て丸い力・

拍・イ作で・ビ岬、ヤ・てみましょうと一いうこ〕咋っ

トい打∴
 イ・）ヒさに、・に泉末生バ、福田先生に／雇小え、福田

先生は欠玄宗統計学勿大容めはす㍗、自分は麻計学へ

とについて1抑11知らぬけ．トど礼、台かめ大生つ福田応
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生は、純計学にフい・ては詳しいはす｝ブ、というの／よ、あ

・いの統書す協小、牽京純計協会！い一11ヵ・宙・ゲの
有力令）メンバ！一て“、 ブ：乙・τ二び4イ こτ言爵潅をしているル

でく’。ハいう記微1ユ、あザ州へ統計学雑話・に諦

ズバみ〃計ワていて、自～実崎叶1川あ〃
τ・、六変統計には、熱Iに・けで小シ、いつ福田朱．生に令

え、ニシいうお話㌻ルです。・

 ピろバ、福田私生はイφ二ろ体バ纂くマ、山中期の
山中木テルて’静養†トマいでルです。イドで、昭和ψ年

d夏、先生め矩年次て仔っマ、イこへ②二のこ出ハけτ・
わ1フ・だ。イドで、 ちイるお々6例っずくわけプ。毛っと七

ハレまでい化生にμにカ・ハつド｝あ3。お8にハ
ク・、τてヒいラバ、先生¢講演亨聞いトンなんハはしてい

τ小ら、こちらは知ラていでてわけ｛

 先生、ちよタ1・退屈してい3ところへ行パ・七パ～ハ

ら、句1プ／扶／～マ／“，マ、解↑次を託ルで、
r／杵おれ、・1・象っ弟チれ才レφ郡テレけい州、
こンに、ジェー木’ソズてヤっていれ書いて易って、ジ

ェーホノズいついて1ユ尺麦関心4振い人κ七のだハら・、

イル骨こヒバ話題い存㌧て、す“いぶル長いこと、／時間

チぐ1い1・．グいろ抑1ピ大竹戸で訪‡／てげ
†つア小てず。

宇ハ〕奈は・ト†い打～ラで・らしいてすわθ

子尾 戸の穴さ．’宇一…㍉

 ぽ／バ何件計汽和ら舳いっいの1小ら、諦計
れい1州州常1・穴李中学問で、特に1トハらの経済
学岬プ航訂恥関係バ密待に．い〃・いま・ワバ離
ト離1レ1・ケつマい3けトど七、あト畔す・七つレ関係バ
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深／㌻㍍で大李㌃二／・1小ら、二～せびれ．いち

やいμいプと。イド～、おまえはジドボノズ
をヤってい3レいラτてバ、ジェー本‘ツズいにいろん字面

バあ6んτ、あまえは仏わニトつぼハりレハヤーマ
いケいんで｛、ゾエ！ボ’ソズ』いうφは抽象白っ宇理詰・9大

孝であ3ヒ同呼に、あトはあの二名有歓の航計学肩で～ヒ

いって、終ハく先生は、統計学肩いてのジェー木’ゾ
ズを買ラでいて（。これ・は杉て’誘・文を訴レて．トいったルで～

け4レピ・七、大変ゾエ！ボγズ〈買っているルです。

 イ⑦話㍍抑シ1して、ちれ、ジェー芦シス’を．研穴
するといラのケタ、 イ。ちの方までぺ．ら’ケ1フ’クや、 ジェ

ー仁ソ又を獅穴・しいはいえをいいヤないヵ＼†てつて・

一面しパパ・’ハ各一いτ、ジ／だンズモヤつで｛い厚

いましいという、3、けお小字毛外って、．り1ク・＜大変

漁励下ゲ1、

 ～いに、初句て殊計学雌済学功館びフさバ1碑
～いタ梁誠で、仙ルをr練計学及び細字納の
で1め」ヒいう題て・ベルりンヘ留学㍗ア小で～。

 実は．ぽI／はピヘ行一～いい1・よ／わハけ1・。

hぺ小ら、’ Cい小泉え引・相謙しで・ら、「自分には

よ／わ・・らか・ら、イhいっ福田先生グ喰艮を例
え」という二とτ～つア（ハら、おイるおイ3イ←礼申し上

げでくら、だ1しトケヴィッソ先生的ごとを知っているルだθ

白石＼七芸斤しい学界¢湖ジ氏1まよ＜知ら拘け．グしピ九、 とに力＼

くへ1しリン大字のカご’1レトヶヴィッツといえ’ゴ六変ケ学名

でれ＼ら、中山札イこへぺつアく。君礼行く弓ケシイニヘて“

七／塵行って、何いグて’アドバイスを受けて沫川
七いいビけいヵ・ヒい一マ、簡羊㈱年収を書い、て／て～
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†、†㌦です。／l・家元空も書いマくポで、†ルですバ柄。

宇川化生は、～段潴ではすでい中山先生パ存げ
ラす二んで’すφ・，

寺辰 名前は大分閉二えていててい“けトど七、あめ人1J

昭和ユ引1留学し／1灯す。’イ｛で、チ州福田化生菩山

中朔へ訪わていって しゃべっ／ているとさ考アて’ノに帰ラ マ

」さすて。〈トガ＼え争んで“万。「ぺう中．山jJ帰、 て さているハ

カしト拍、分っていけ、分っていラ†1らいいで1“ろうJと

いうよ〉すニヒ†ざラτてんです。

 七 ちろん、 1ゴ＜1ままだ守山｛で し1ソトつ た こ とはなハつ

で小ら、今つマみ†てハ、て1け～けトビ七、こ“承知ハあ

つ、あパろぽ＜は、マ1レサヌ・翻訳ハにヵ・／出発前

までにヤブてしまわ令・／ちヤケけ1・んで、れ最後巧

段階ドつすルです。校正に追わトて、夜寝る時舳ろ／

に脊いんです。あん㌻付しい二い抑ハ、ブ1。／度中山

†いピろ1て行っマλようハケレは女告於思ってい分バ

ら、、A然暇バケ／マ、とうと〉～秋に出発し㍍うτ1
わけです。

 向二うへ行って、と1てヵ＼＜ボ’1レトケヴィッツ末生¢ビ

ニろ1て打つでてら、尺窒ケ紹介汰考仔つマいるむ・らゼろう、

先生毛伏／～て／〔了1㍍いろ1ぐ、化生二！病気τ
講義は・してない．

字1リ 翌与亡くケ像トでてです斗φわ。

子尾 イ勿翌茸、十ぐすりtちκつたにて“す。

講義1淋んで、大学め講条はソいレロッフローレン
スといラわ弟子にイ仏て、自かlaいとラ研穴室・ヘヤ
ってくるわけです。イニヘ条チ才てちバみんケ集まつマ、

芽子バ稚告し／ぺ／ないす．1パ間い～してい1・こヒ
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毛あつでて。

 什て・句11でパイみけはむす1・レい講義け
。ているパ之’、ニバは初めハら、i私1コ伺叱和．らぬτす

1・い、㍍い説明して易6。「伽剛幸ドついでに、
口！レンズマレにすべてヤブて斗らえ、いって、六字へ

辛い、1φ部屋に逸庭ケけラてさてよろしい一い
うμで、〈宣べ訂十トrいしφでれ＼ら、べ1し1ノン大学へ灯

いまけ生φ邦雇い行って、一技バドトトげあい†
つ亨しマ、㌧・㌻くブてってローレソスニ’マレ千ケん力＼いる七

φギいら、結局口！レソズマしい指導を萱け．ブてわリ・τす。

1パ1ま、木“1レけブィッツ衛官いぺ・は段孟，いで、

何を問題にしている⑦り・、ハし㍉まるでわわ・ら㌻い、い

㌶えて斗トば、例⑦雑人ログ／けっていτ小ア
で～。

牟川あhゴ特孫ケ理誘τ万つ・らわ。

手雇ゲゲ。等〔に、イ可わ尺学加前へ幼稚園a
生イ足バ4丁っτ〈よ5ケ斗ので、．ニブちはワ亙第二kレマオ藁て“与、

バめマいててわけです。

 ローレンμいい〉のは大麦親切ケ人で、ま㍑く
て、抑ぽ／岬し’／lいピつい忌1。棉な美べで、
すん㌘りして・体τ’、学放φ末生レいう面影バ全容㌻．いレ

で～、わしヤトて仁。‘で～ハら、二つち七穴いに励い～。本

当に加先生．に、ぽ／は統計学のイロ、・ぺ麻わイわ
けヂ。

亭川いまハけ生バ振ゾ返らトて礼、～当和句二
う0）テキストンい〉φは、†1まクりっ1ざ㌻二しφブぞラトムソ

てい・。イうで七字いい“む・、

寺尾ゲ／ソズ†いく、自小φ講義をプリン！、めよう
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一Hのにしマ、、什妄学生に渡しパつてい†ψです。
ニトはご／音豆φあパ’ぐ与一いハ年。．い1い／旅訂宇づ
盾史わ・ら竹まって、朴掌に平一へ午あ4レだつトけ什七七。

字バ1 ラこτ先生べ置手事ヤ⑦先生ド放わってく㌧いうニヒ

レ、杯て争鮒生ご自身バ「謀計学理論」ヒいう条1
あ善守ドケ3わけですバ、一文I献上勿問題いらいって、イ

．ひ関むいう。とはい州伊．ん汀～
寺雇あトは各・いでし十いぎ／・考いllμ本けマ
いうφは、むしろフランスドいるいト、練計学に関す

るいろいれ希文て謙い～・ビの書まレペ・いいない
ヵ・な・。イ弓ハ薄い奈一τ、イのころむす“わ・しい問題ゼでく下

ん扱つで・叢書バでて．く寸しあ、τてレですよ。イトバ六変お

・1しろ／て、1トは毛ちろん続訂で～れヤボ・、ゐリと

劣ら中る問題、τ・㌧えば偶朱に閃す3哩翁ア～ヒい・むす“

1・！いけトゼ～、柿にい／ろい⑦バfl／ルあ一で、

イいぼ／バ夢叶になって謙いルです。
 易トはす㌧）隻になってハ！て、初めは公狂い・け
ハつll。ベルリンにいるい1ユ、！垣／練計を他州る

・で多ザイラ1・。1州ら、ベレ1）ンて則多しゲい今
つ水用、何州係ないで1す。

 洲二“⑦いいい．い・」・／年ぐらいローレンス
川倣わ一11I ﾄ“！よい勺＝1一うに打つで・いド中い
んの1㍑聞いて一み．1・．ドレは川ガ1にいlllブト・ビ

・！、ボ／打に行、衛っ1ア1㌧タ麦で閉い1…、ンユソペ

ーター勿ゼろに行ラア・ルて“す。

 †。す｛、ぼくバベ1しりソいい二るヒさk、1鷹叫杉奈学一

君∀ちょうど一筋ザ、アニ。ちょうど藤終生三君レ目じ．下

宛て墓1しマい／lいポ．1・↓、ぽ／バ姑於グヘ行／わ
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けプ、

 六字r行／のド行地～的て’、藤ポ読ルけです。
・人一塘坊↑、句11竹中バ町つマいll〃。以
バ処すて叙事食ってし3わ書・いレ、都雇バ片ブけ｝な
いでしょう。イづしな・いと・白石＼バ外へ行17な・㌧．・μドよ6

グいしているピろにぽ／バ行／わけア｛、だヵ・ら、
ぽ／～T／と喜い“、「打・匙こ！て／ボい、．起二して

くプマい」って†る～ヂ。イドでユ人をでてブてさ起こして、

一緒に学校へ行イわけτ～。

ほい藤相まベル／ン穴わ才へ行／け㍑七、．杉本
一君はフーケ“マ ソについて ㌧・τて・ ワ1ゲ’マレは、 あっ こ ろ

大多付届の石祇碕閃τ、べ1レりン汽研穴れい〉衛
わバ易つマ、仏所行い7。大宇の方1“講条衛
んビャケいい“す。杉本君は仁ちに行一7い11わけf｛。

七。H流言す学ヒ1狐変移っあ6易トhぺ～ハら、「／度
ワ！ゲマン先住にAラてみろ」 と杉本君にいわトて、 杉

本君バ連トてい一マ／トr・。．「汽研穴所の様子七いっ

こ“｝いいよ・ウ・んマいつマ見学し†てりしアて。吊して

ワ1ケマ ソ先生に斗4＼つ一でて。

 ボ1レトケヴイ・ソツ先生は雪q上φようケ慈し・9穴生r～

つ11叶H、ワーゲマンヒいうのは本当に伽奔ナ、
愛想パよ1てお七しろパパ・。2刈週剛よ航けて各日
方つfてヵ咋。イれて｝、ぽ／はぐつていポとに恥孝を狩

事、帰一て亭て1・1、デ麦て‘・景気受動・一心を学小雅茶

に老いゲヒパめるい～。実物をゲで叉1ぺ1つτ小ら、

ゲて一足ゲいあグて’’書いfて〃。

 れゲいして／年ぐらいヤーている間に、ズ11／
ケヴィツ’x先’主バ土くか、ちヤ、ブニ。天イ本一通りφ講秀
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は剛いぺっていて、二！けし追っ11講義を聞汁ハー
アニも。でイり、ら、 口1レンスこマん「相談三レτ〈ら、「あ令・てては

フラン入誘バ読め〃ら．ぺ／六字へいっ行一てごら

んケ下い、あイこにアフタりヨンとマル：μ与｝ヒいう、

自か／知ってい3六窒いい先生バい．3ヵ・リビいう⑦で、

ノ、り／へ彩っ㍍パ小です。後1吋つと、主にアフタリ
’・ヨン下いピろにいτルです。

字ハ）わ当時、茱、独、仏の打、純計わ字問の中
1｝いラのはどこにあっf～てい・。7メりカビいうと
一’’’’川

ﾝ

子ノ乏  アメ リガはまだ3τ～、 イ⑦ころゾや何七ケい。み

ん宇ヨーロツ1・r1勉強に来てい1・呼バで小ら。

 イφラ国rいって・ら、グ室τ万えてみい、むしろイキ

りスじ中宗いヵ・、ポ’一し一ブレケい・い～・ら。（だ、

数字竹問題けギフランスま・ん1イ・マ1レジ…いう
φバ親方㌻んビ。ぼくは白木にはわカ・ら官／ても、ゼひ

イんケ七っにく、っいてみよラヒノ邑ってマ1レγ工、6〉⇔

ゼろに行っズ4、｝1・／ゲに一箱に春て岬ってご
らんという。

 マ、レ1／一い。アフタりヨンレ、ま6て・麟／合、ブ1よ

け部屋～で・よ／両禾，生1て小しτ1〃けト七七・
フランスし1㌣マ1レンーいうっは大／本規プイイ・ルです
わ、イ～ませ号的ヶ教理純計学φ大家で～、ブ（”～0晴間

マえあト1コイで1）スヘ行って、本当はボーしノろ。（り②

ろル苫聞けばよ1・一トん㍗’’けトど’も、2号ちょラ』し“ヤ

とマ孔イん乍蝦ないし、

年1り／つには手雇末生の呼／れ1・うっは、ドイツ、フ

ランヌに学、いいうのバ留学φ／っ～ぐターンヒいう〃

             65

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



て・すい、 イ②少し前の才／マは、イヤリスヘ行かト。（よう

7“すけ生ピカ、みん外イ．ソペていτすわ。ドィ’ハイ
ンフレバあつr（りす6んでイけトピギ、大戦後の生形上9

こ、㍑あ、ア・州・ψしトまヤレわ。

手足佃ごみは、ドイツヒし7ポ番学名の仏ウマ
いで1時／付しよ〉。打はナ4スに追｝マ、みけい
ケ＜口・つち生つfくけト七七、ゐ⑦ころは、レにハ＜ヒ’㌧

州いてガ葺い先生バ和バっていましブ1よ、てはク、日

奈ピイソレの関係パー番ポ“†州1いっていτ抑バて
！よう。日奈人バー香居1㌧火け八寸㍑づわ・砂1に
ヵ・⑦国②直中は狗刊・レい．ハ、句こハ雁遇しマ／
トるげよ。は～固・童中谷・んで、六字巧研気室に宇

か伽・川しわ・つアニ。

字一茅／次大伽れ、冒奔バ青島に立鮎僻は／
たんでレようけトビ七、日奈に打て痛虜をイ曇遇レたレいラ

よけ二心ら、㌣はク建イ的ト仔帥に忌一7い3！
いゲとバろ㍍てしょう～別・／則面ハら、ビーいウ
マパ合うい・あ6んでη・わ。
手‘尾 ぽ＜バドノツヘ行ラで・／つの理由は・ぼく。お生

じバやはク句二うて’他薦しい1・うあ1州あ6ん｛すビ・

あκ用穴窒ドインバ好け、寺つ医肩レいう引言ドイ

八州下戸1ハ側打3ピろ1ま各“1二わけてザあで
じはイけ欠．手に打って，い～ですθドィソバ神にお

気に召していll！しくて、仲て“バ巧一あJ・／ろに榔手

話しマい．でくわけだハ、「あまいん行／ポ、おヤけ
んの行フいころへで礼行一てニル」㌻いニヒをい

つk。
 ．ぼく七勅カハタ、留学するケタド／ンヘ行ってみア（い
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ケピノ忌っていナ1ピろへ、ζようビ柘調和生バ、レにハ・

＜ベルりンヘクτ7ていら、 イの彼は者ラ分ブいレいわ打レ

で∵七φす｛乃・ら、渡川船レぱ1・ク、イのまま行っマしま

つブ1わ1プ｛。

 福田㍑パげ1丁トビ七、†マ、’和バ帰、マ河1と
」予には、先生はイφ前年、昭和上年に寸＜かニトマしま

。ていτ㍍むし川の久いろいろ福田和生ハバ勉
雅しτて←リ’です。イうす3と、厳君す字1〈ついマは六変㌻

業頚バあ6んです。    ｝

 福田牝笠いい川、中山札生バr福田博れ錬計学。
yいラ脊文を書いオてんです。 こトは「統計学家言も」、雑言す

協和磯関糾、昭和舛、福田先生州・け一f・年K
中山マルパ、追悼丈「福田博士ヒ航言す学」というので、

協仙航訂わ関係多特1・詳し／老いてある灯す．。

福卵生は、協～評郁けい、11ん予いl／、大正

b年1・ら昭和4年まで、寸けらH前寺まで務川お
÷卜㍍で寸。グで月次講話小ヒいう小べ易って、木
生1Jで1びτ・ひ講演をしてい3んです、研究取毛玉ヤっマ

いるμて’ず。

 ニトは主に経済航訂て“すバ・二の才で特ド物価挿数φ

誰汀へびτ・び取ク上ヴζトている。大正8年に「・物価拷

歓1！就て・といラ題で、講確しているんです，こト献
変お 七 しみい論文で’、 ヂし生ヵべ初めに、「どう七禾らヵべい7 c（

φセトは題バ在タ、和iま二んな題はいって少いい～、
和はア物価砧数っ研穴について誰です幻 レいつτ・のに

ここてはr杉伊羊ち数に煎て』、こト1ま逸う～τ～、和は弗栖

指数に至るプロセスをいおうけているのに、物叫純
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㌧いえぽ、七うでや上バっf二・しのてあって、私けイこ一へ

行くプρセス妄言司へ1ようと思っているして一す」和んでご

川ら柏まって、ニト‘まかい長、、講演各・い’マ。

 1の中て’、ゾズボバけ常ドはパヤつrてθ3入・

匂名前作廿、いツハロジゲス、ソジ木’／ズ1
／番加カド〕てヵ・く杉価搾数を取ク上ヴτてのμト今ツク

ヂ。仲を一応完和“つバロンードスだ、．ビバ、
；トを本当φ学問的伊もっドしで（¢バジェ’木．ソズだ。

で｛ハら’、ジェイ’ソボイバ本当の練計学φ元祖τ～とい

う、1、う㌻二とをいってい6んで一すよ。

 字3ほど、私生に㌦ゲとパあ3．一τ小ら・科ド
ゾエーホバ・研穴享一しろ1盛んにいわ1寸〃峠〉
けトど・、七、和は帰ってさて1・｝↑、二〃二とは知っ

プ小1プです。

 福田匁生は、楊／腸才看歓ぺ・例の労働問題ド首石突っ之レ

ていト！の／小！、穴τ・3年に、嚢実による失業問邸
末変重等・視しで：タしくて、「失業問題の数的考察」 という

論文を、・魚計学難誰」へ書1・てい3ルです。ニトは脇小

φ稚柔レぐ宙／て、例の抗計学紅の方て’す。仙中て“、

此霜保衡ヒいいバ提唱している。
 ピくδ、／福田禾竺といいは、練訂ら講義は石つ’け

し1川堆けいけ1レセ七、雑計1くついては大麦㌻敢系

を持一でいて1人τ、打・ハいラ研究業種毛十朴易っ

ナ・。斗し私バ〈学し／・いけ生バおら一Hしげ、イけ
ニピ赦わラτての力・斗しけいけトど’毛、2ちよラど応生

は文正フ朴塾を仙て、まfていパ橋に帰ってしま
わトで㍍仏バ〈写しでてのは大正8年て’、翌年です一八ら・

い先生ドは直微えを受け一！秒1よ与小イ・
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 ・j・柔征生バ福田老生の弟子プ∴でてといつマ．七、索は、

・ノ・象危笠は自ろ＼で・斗い、ているとおソ、諌言すにっいては

姉1話を開いブ1ことけハーrく、・〕・卵生自身も、統計

用卿孝バ外、hのですぺ、・1・皐私生数じマ、
旅計学れ一！マ楕晩生を知る二とは、ヒて七で沁
ヵ・って・わけです。

年1り 途中で質問しちゃいまずけト七七、化生は琢狂↑

1し、ゾピ木’ソμい〉／・は、では／厳計学れして高

い七の昨っ’マおれノ啓←トれハ。
手尾 思いますわ。で㌧て、一二〇人φ脊明にカ・ハ6よう

グとバブでくルあ㍍ド。一番ハしみいめρ、’景気
テ測のよパ『ニピ商売ドしで・のバ、二の人Iバ初幻仲
ルです。イド～、チ打数図・表をつ／つ～ぱシ“ユーナご

ソズ㍍㍍…／小ら、平均にお／lて、残’何平いい
う叱のバ穴窒重等㌻七のrイビいうこと毛初めて1ま、さツ
マヤでく¢ ↓ ジ’。。 一木“ソス“です。

宇・1物価指数飢いシ引ま、一般的にい一でいる叶に
はゾ・一木’γズはろまク出て亨まヤん・わ。 〕ていくフ／

ジ／ペノけ・ラヌ・ぐイレスい・は出て㍑クバ・…一。
手尾 劣のとラは諦何級数㌻ルレいう七つバ常識に少フ

ち～ているいら、初カてイビ取1／〈トハいラよ〉
㌻恵呼で、孔シケし†カ・のほ6と由7＜多わけ㌻．んだ、

．宇川  紐言す字0プ上でφ雁史上φノ＼わレいラニヒ㌻μです

わ．

手尾 歴史上っノ・勃ポわ。イのこkをぼ〈はいって r謀

計学れしてのゾェイバ・ヒい〉題で柵稚奈（1書
いfてニヒバるる。イートは梶田化生に初易にテ喚く与・えら

トて・仰以李頭いっいえてい1千わ1プイトτゾエイ
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ンパ、狩にその見比ハ1研究！てい1・。

宇川 いまのお語句中τ勿窟災1：よる穴業問題ブ～とり＼、

枇窟イ矛院て“い・。

子尾 帆雇保険を真剣い考えろといクよ〉守二い＼、イ
・翁丈の†1・書いでる／ますよ。大正／・年です。＼

宇ノリ 震菜っ伯ピハタ、穴き年関1）バ名フτ・んてしよ．う

わ。

ネ畠田氏生は、亡／ゲピ・の商議フぐらい一なんです

φ・。山田雄三元生バ刺皇れ弟チでいよ〉に一・…。山

師如呼和峠パ“卒業1・何ハ†∴いノ害いまσllト
ビ七。

予尾 尽生は、寸く午、ブてのは昭和手一年ポ1フートど七。

宇川仕打はプと一橋で授判ま汁でおつブルτ
す3・。

手’尾  していt・。何歳τ～つ右・ハ㌻。

宇ハ1ちょっ／調小げ、「葎．清学苛知小、あ易い1
川て出ていますハら。
予尾  ニト毛あまり尺し†て寺ビやな・いて・すよ。

与川寿伽ま“〃ド吾乙ない時代て“しょ〉1・！。

予尽 ブて、イトハら1い／っ・塾¢航計学にっい1に

例⑦コソピピタの問題バあ6わ1すです。・トは柿に
平ハラfてわリ．です、

 ヒい／ぼ／バ曜和1年に1尋1てさて一、塾で初物て等

イわ練計学竹生バで汁わけt｛。1｛げと、間け／戦
手に各㌧マ、後は君丁てちっジ号く細めどおりケせの市ド恥

、てしまフfてわけで、特に統計の砺穴という七⑦は、六
変妨げらトアてわリフ⑭ヒいうφは、資料バ全蕉く．ら・ない。
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みんケ重零秘宕・等項ピケ、 ち’ヤラて一、一皮等ケ嫌言す自イ本バ

〈レ争い斗ぺ｛ハい
 ニトバノ相κに研穴†トるよ〉1寸つf・～よ、何とい一

†一二って戦後τすわわ。す．べての学問バ、戟千彼彼泥しτて

けけ七、特に統計学ヒいハ州、ノをにあパわ・ら
研穴バ盛いケ、llIわけτ｛‘。

 イドは／つは、戟手の最中にアメリカ↑新しい’方沽バ

どい’ん開発†ゲイトバー時一ヒ“つピ8条へ派ト近ん

ガわけで、1イ…のいに冒本では一理論1バぐkわ
1・、llけトーど孔、肝n計釦雅rム〃ち手上ヴに
ケ、てしま、ア・。匂二ういコンビスータ．．．といラ～バ

域ガ締し姑かマいτてのド、昨｝抑コンビュー
タバ、片／け六字ヒャ峡けハつ㌧コソビジヲ
‡どい・しマ〈トτてい分ピ・うのバ、私と藤杯レユ人句

恵見1～、て小1プ～。

 ご承知句ヒおケ、藤林バ昭和κ弁に産業所穴所をつく

ハけい土して、藤杯レ河田、・二⑦2人バ中1剛箏フ
て六変考労して、産業石刃穴戸ゲバいてかく誕生し亡・わけガ。

和七藤杯1はご承知勿けク付よし†イし、自伽立場ハ

らいって七、ゼひクγビエータのHケ七列まくトτ・い、

考よけイペろ、和バ産所⑦副所吾て引さ受けてヤ。

仁。一制1始終話をして、’ nり・してくパ・い七・ペイと
いっていでぺ。什て、ど【 Pすトはコンビ／クバ手にへ
3㍑1ヒトろいろ芳えて小です。初小尺宇の方へ詐
しマパ・ら、rレて・！ヤ．ん㌻高いいは買えヤせぬ、カネ

バケいいらダメヂ、おま’え＝でぺろカネ＜ビこハて工面しろ」

ヒ・・ラ、けいはろス各∵．るい†フて．、2人て“、いに
め小タめも川・」げえ、て＼．・でて。
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 ちよラビイの㌧ハて、文部省に、外国¢石矛穴嗣の資材

購くの牟婁ノかバ易って、イ｛は干顧．多政府パ符ワいら、

あ㍑平額は二ちけ工面しれいジとで一、ぽ／～
・奄ゑけっマいで1。で｛いら、ひよフ．けえマ、、仲に

申しひば小1・／値段はキ小1・呑・るθ

 工川に当仁一てみ1・ら、ニト1ホ変節率に、孝文盲⇔
立てりにイ可δ、後助すろのは工 屋川φ奈幸φイ吏命ピ、 アてビと

いうわワに毛い／まいけトビ七、で㍑“年い値段て“

徒！夫て“リバにす6、こういラ話11合1っτ二。1㌦τ㍍

交渉してみて・ら、紬ム剖川、で小い割1こけ払えば

いい。ニピ州ハはいわない、寄付1いう〃、4
判ド相当す6鮎寄付す3ρい・ら、4書1けlllブのカボ

払ってく／叩ばいいヒいう。

 と1ろバ・交戦れり〃一でく（る抄とい1つ
は・翁くレ／1機械いいて払㌦でみ1て・クンピ／．
夕を夕・ト打・～ノ・ト伽1神11紬バ1市るわパ・
あイこヘフく、τて刈～バハしケい～1ブトど礼、あのビ
に令す虜．してみると、本体の価格バ約／イ恵円、設備貴バ、

伽万、／修榊万円等6わ1打∴いま・・け争七前②
／修伽ハいう州沐変㌢カネで、どクして二七ル，c～ろ
うレい、て、・人で桝令頑毛痛勿てい†小ブ、

 思い初一て萩原書欠師君ぺ1ろへ才子縦〃わけrく
ちハど時期バよい一τルビわ。わヒさは、萩原君⑦
重層の年伊パ｛、イドて’、仙記創（わ＜らピケニヒ
亨才レバヤワ≡て斗＼・い。初例よ，萩原君に相談ξしてガ

ネけ・ヵ・ら集めよ”、忌っfて。ピろバ、をそに、佃
＜！い才レ・バ出ハ、い“久前よ／3い受けてくドブ・。

イドて雀に二つちψ気バ花／㌻ラて、イトカ・ら政府ヒ9
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交渉バ桐争わけです・

 ピろパ、ちよラどぐあいバ急い二〉に、⊃ソピ｝！
タの圏彦化ヒいう二川問題に宙。て、アメりカい時

い綿バ八。ザげτ1パペハタ｝メ1∴桁に、工
尾州バ実際ドに6割ヌいで夜保す3言・ルとい今パまとん

で㌔な1・ニレでぞ、イμ伊斗②1ユ輸フ＼て許可イ拍、ニラい

デと衝い出しでて。

 れザヒ毛いってい3いに、実に藤杯は死バヤ
小｝。・7年岬んにやっているから、交渉している
真っ最中に死んで’しまブト、しよ1バ牛いヵ・ら、μては

ぽ＜バ中i｝ゲτてわけで、ぽ／レ萩原叶ひ・ブ1び分っ

て、いしhのrづ’ろ〉けっ†て・’

政府バ許可し存・い七パイいら、／年ボて毛解決しか
い。あるヒ寺、 ヒうとう業多ゑヤして、萩原レ通産穴臣

に小、て阜情書説明しアてんです。ハレ～、萩原加
ご斌わ・、ヒ／較的すけい許してく（て、什でコン
ピユ’一クバ〈つアルです。』

 ニト仰㍍六字ηれ春8です．・いす㌧けに、
神戸勿一中南バエ川ハ1’ム学用予でくhいルです．

けバ政府1てい・、τ11／パぞい！、許可けけパヤ
パて。同じ条1字であんケこいトちヤ国6。イドて’・ヤ

・い（・塾へ八Hに．ついて、工川バー札けトマい

る〃、ニピ限川、ハいバ1ぽ）舛い鰍で
は大学にくトないというニピー札い1しマ、什τ〈
トでくト六、許してくト1てわ1打～。

通産省ハら許恥ありflのバ・、昭和昨の・月けτ
す。イしてイφ次列月、 3月つユ6貝卜塾ヘイトパ列莞し

仁。†、亭い、て■ようト、粛享杯はすでに37年に外ルて“し
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まフてい61・ら、ついド機械バ〈、hlコ和けガつト。

柵ゲ㍑し1・・二H師君のえ！い好恵でこ1い
ゲとバで声で1わけτ、かしいこヒイ～と艮うレで’す。

萩原君は、ご紬φけリ、学生呼パけ変優秀柱
つで、学れしては助予11して残して、将宰府援ドす6
つい／’／｛つfl“川吋1！、余人バ、白州ゴ学稼の先生

はいやμいフて紅伽1飛＾しτ・。イトバいって七須

φ一
pにひつハハっていて。。ハし一で最近、白ふ⑦履歴書

を書い†1わけポ。「冥柵れ帳ハいう雑慕バろ川で’す。

イトドいままで’老いでい†・七のを土台ドして書さ直しブ（

い、エンラージしh4！い〃けトど二！、「財粋
帳・へ書いでい3いに、科バ、君は白／～こいすべ
ていヤ11遂庭して書いているけμl！、っンヒ0シダ
寄付け（／らいっ報告けしは書いて七いい〃ヤケい
バヒいう、3。うケこいい一てやっ†1。イしτ二ら、ぼく②

手納宅イつまま、r子尾下レハらニルケ守糸氏バ＊τて」ケん

で1げけバ書いでるラアて。・ぽ／バい、ア1引ま、茶人は

学猿竹生に呑・るピるで～つて、榔冬頑巧ビ1わ・に二び

クフいでいハしいけれ’礼一 Aしヵ・1紹茅ドおいてμ、

1φコソピジタのおいげで仏学r司バ 航計れは
限けい、雌1タに飛躍的に在歩い・〃。学校1・柿っ

て先生にケつで・よ”、←トわ叶は七つけけ貢献
をしfてわけでイいらヒいうよ〉㌻・ニヒを書いマ易る。お弓

らく今度出6条φ中ドイんケこヒバ土6・んビやを・いヵ・と

ノ島う〃けトど・叱、実際、和～ノ忌っていルτ’マよ。

あトは穴れ大沁ノ陣を多けflわ灯すよ。ほ用字
依ドは、各・いい・イづいうあ〔沐いヒ忌うルビ。
キ1リ 慶応義塾ド残レで二美談で’すわ、 こトは。
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寺尾、い・体へ容易にで守る二、ちヤないてす弘一少レ

字／して／叶ニピ倉写実㍑τ万。文部省バ何千万八

寄1しf㌦ゼ1汁ど1／、レ1・し、1ジつみトは柵け
、て／けい、秩僻い．いて商川ψい〃パ。キ
トはみんケ萩原君バしよつちヤつr小です，い・ら、相
当巧全額ブぐ、てくるジと思うね。加りq約家φあトて計算

．してみい、機榊1・・割パで影局…万・片一方
φ誰偽バ、州ニハ萩原がべ七し1〔愛1Tl！ヒ汁は1
約抑・ズ㍑いハ1忌1〃1ブト七七、イニまで1打
すハピ汁け1・つτ・みブ。い｝ Dイ～塾バペっば／将っ

いしい。けτい…万ぐらい1捕艀、1べ／よイル
じ庁ケい～思う、〃バわ。ほい、努㍑しで・ない
ことまで州1・伊いフf・け吋七、尺窒け額て∴

年1Il二う・・1いに対す3青竹／1ちには、板加1ヒ
は利ドκ配い・、てい・・一？

青屍  イドもこ。ちは間ハ午ハっ†て。どうしでてハわ、あ

hま。

宇川一二1い1お誰い・う・のは、大概税倉べ｝みま

つ諺クれいトど毛、免稼ヒい1わけビヤない昨1・
ますカ＼ら、寄付1て対マる行善ヒ＼・う二とで・…・…。

寺尾ハいル．ザ、っンビパダ〈トーい1ゴ・私
学ヒし・マはユ春8です。非常に手いっτく←けです・。昭和

抑f小｝・
宇川 イドτは1子辰年生ハら何5お訴1ユ・今回で！τ

切いけ3二｝い1くしまサビ’）・七易’／バとグてい
ゴーしfて。
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